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す
び

は
　
し
　
が
　
き

1

我
が
国
で
は
、
八
世
紀
の
初
頭
、
最
初
の
本
格
的
な
成
文
法
典
で
あ
る
大
宝
・
養
老
の
両
律
令
が
成
立
し
た
。
こ
の
律
令
法
典
を
編
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纂
、
起
草
す
る
に
当
っ
て
、
我
が
律
令
撰
者
は
、
自
己
の
立
法
作
業
の
正
当
性
を
理
由
づ
け
る
課
題
と
も
同
時
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
こ
の
法
典
の
個
々
の
条
規
の
起
草
を
め
ぐ
っ
て
、
立
法
に
か
か
わ
る
人
達
の
間
に
見
解
の
対
立
や
意

見
の
相
違
は
当
然
、
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
又
一
方
で
彼
等
は
、
こ
の
法
典
の
運
用
の
任
に
当
る
中
央
、
地
方
の
実
務
官
僚
に
対
し
、

こ
の
法
典
の
個
々
の
条
規
が
そ
れ
ぞ
れ
に
正
当
性
を
も
つ
こ
と
を
理
由
を
あ
げ
て
説
明
す
る
必
要
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
、
我

が
律
令
撰
者
は
、
ど
の
よ
う
な
立
法
上
の
「
理
由
づ
け
」
を
行
な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
又
そ
の
「
理
由
づ
け
」
の
論
拠
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
決
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
本
稿
で
は
、
律
令
法
典
の
立
法
過
程
を
通
じ
て
、
古
代
法
律
家
が
日
本
律
令
制
定
の
正
当
性
を
ど
の
よ
う
に
理
由
づ
け
た
か
に
関
し
て

考
察
し
、
以
っ
て
我
が
法
思
考
に
お
け
る
合
理
性
の
一
端
を
窺
い
た
い
と
思
う
。

一
　
戸
婚
律
9
立
嫡
違
法
条
の
場
合

　
今
、
こ
こ
に
唐
と
日
本
の
二
つ
の
律
の
条
文
を
提
示
し
よ
う
。

　
ω
　
諸
立
嫡
違
法
者
、
徒
一
年
、
即
嫡
妻
年
五
十
以
上
無
子
者
、
得
立
嫡
以
長
、
不
以
長
者
亦
如
之
、

　
②
　
（
凡
）
立
嫡
違
法
者
、
徒
一
年
、
即
嫡
妻
年
五
十
以
上
無
子
者
、
得
立
嫡
以
長
、
不
以
長
者
亦
如
之
、

　
ω
は
唐
戸
婚
律
9
立
嫡
違
法
条
で
あ
り
、
③
は
我
が
養
老
戸
婚
律
同
条
で
あ
る
。
両
者
を
比
べ
る
と
、
条
文
の
冒
頭
に
お
か
れ
る
「
諸
」

字
と
「
凡
」
字
（
意
を
以
っ
て
補
う
）
と
が
異
な
る
の
み
で
、
両
者
は
全
く
同
一
の
文
で
あ
る
。
次
に
右
の
条
文
を
解
釈
し
た
疏
に
当
る
文

を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
③
　
立
嫡
者
、
本
擬
承
襲
、
嫡
妻
之
長
子
為
嫡
子
、
不
依
此
立
、
是
名
違
法
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
④
　
立
嫡
者
、
本
擬
承
家
、
嫡
妻
之
長
子
為
嫡
子
、
不
依
此
立
、
是
名
違
法
、
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③
は
ω
に
相
応
す
る
唐
の
律
疏
の
文
で
あ
り
、
④
は
③
に
相
応
す
る
養
老
律
の
疏
に
当
る
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
嘆
か
に
唐

の
律
疏
の
「
襲
」
字
が
我
が
養
老
律
で
は
「
家
」
字
に
な
っ
て
い
る
外
は
、
両
者
全
く
同
一
の
文
で
あ
る
。
（
た
だ
し
、
日
本
律
の
当
該
条
文

は
亡
侠
し
て
逸
文
を
残
す
の
み
で
あ
る
か
ら
、
疏
に
相
当
す
る
文
全
体
を
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
）

　
こ
の
よ
う
に
唐
と
日
本
の
二
つ
の
律
本
文
ω
と
③
、
二
つ
の
律
疏
文
③
と
④
と
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
ぽ
同
一
の
内
容
を
規
定
し

て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
右
の
二
つ
の
日
唐
律
文
の
意
昧
す
る
と
こ
ろ
は
、
等
し
く
次
の
通
り
で
あ
る
。
「
立
嫡
」
、
即
ち
相
続

予
定
者
を
選
定
す
る
に
際
し
、
法
定
の
順
位
に
違
反
し
た
人
選
を
す
る
と
き
は
徒
一
年
の
刑
を
以
っ
て
処
罰
す
る
。
そ
の
法
定
の
順
位
は

令
に
見
え
る
通
り
で
あ
り
、
嫡
妻
の
長
子
を
以
っ
て
、
そ
の
第
一
順
位
と
し
、
も
し
嫡
妻
が
五
十
歳
以
上
に
達
し
て
も
、
な
お
男
子
な
き

と
き
は
、
庶
長
子
（
妾
腹
の
長
子
）
を
以
っ
て
相
続
者
と
す
る
が
、
そ
の
場
合
、
長
子
を
以
っ
て
相
続
者
と
し
な
い
と
き
は
、
や
は
り
徒
一

年
の
刑
を
以
っ
て
処
罰
す
る
と
。
し
か
し
、
右
律
文
の
「
立
嫡
」
と
い
う
相
続
予
定
者
の
選
定
手
続
で
は
、
一
体
何
を
相
続
す
る
も
の
で

あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
唐
と
日
本
と
で
は
、
そ
の
対
象
が
全
く
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
唐
で
は
右
に
あ
げ
た
③
に
「
立
嫡
者
、

　
　
　
ヤ

本
擬
承
襲
」
と
あ
る
よ
う
に
、
封
爵
（
皇
族
・
功
臣
に
与
え
ら
れ
て
世
襲
さ
れ
る
、
別
段
の
政
治
権
力
を
伴
わ
な
い
一
種
の
栄
典
で
あ
っ
て
、
一
品
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
五
品
の
間
に
格
づ
け
さ
れ
る
も
の
。
な
お
封
爵
を
有
す
る
も
の
は
刑
事
上
、
財
産
上
の
特
典
が
与
え
ら
れ
る
）
の
相
続
が
右
条
文
の
「
立
嫡
」
の
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
（
個
の
「
襲
」
は
「
襲
爵
」
の
意
。
唐
詐
偽
律
1
0
非
正
嫡
詐
承
襲
条
参
照
）
、
我
が
日
本
で
は
④
に
「
立
嫡
者
、
本
擬
承
家
」

と
あ
る
よ
う
に
、
家
の
相
続
が
「
立
嫡
」
の
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
右
に
掲
げ
た
唐
と
日
本
の
両
律
文
は
、
本
文
を
見
る
限
り
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

く
同
一
の
文
章
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
両
者
の
立
法
上
の
目
的
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
唐
律
本
条
は
封
爵
の
相
続
者
選

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

定
を
め
ぐ
る
法
定
順
位
違
反
の
処
罰
規
定
で
あ
り
、
養
老
律
本
条
は
家
の
相
続
者
選
定
を
め
ぐ
る
法
定
順
位
違
反
の
処
罰
規
定
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
な
、
条
文
の
体
裁
は
ほ
ぼ
一
致
し
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
の
異
な
る
二
つ
の
条
文
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
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か
。
そ
の
為
に
は
、
封
爵
相
続
の
順
位
を
規
定
し
た
唐
の
封
爵
令
の
条
文
と
家
相
続
の
順
位
を
規
定
し
た
我
が
大
宝
・
養
老
の
継
嗣
令
の

条
文
と
を
更
に
比
較
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
そ
れ
ら
の
条
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
㈲
　
諸
王
公
侯
伯
子
男
、
皆
子
孫
承
嫡
者
伝
襲
、
若
無
嫡
子
及
有
罪
疾
、
立
嫡
孫
、
無
嫡
孫
、
以
次
立
嫡
子
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶

　
　
子
、
無
庶
子
立
嫡
孫
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶
孫
、
曽
玄
以
下
准
此
、
無
後
者
国
除
、

　
⑥
　
凡
八
位
以
上
継
嗣
者
、
皆
嫡
相
承
、
若
無
嫡
子
及
有
罪
疾
者
、
立
嫡
孫
、
無
嫡
孫
、
以
次
立
嫡
子
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶
子
、
無

　
　
庶
子
立
嫡
孫
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶
孫
　
其
氏
上
者
聴
勅
、

　
ω
　
凡
三
位
以
上
継
嗣
者
、
皆
嫡
相
承
、
若
無
嫡
子
及
有
罪
疾
者
、
立
嫡
孫
、
無
嫡
孫
、
以
次
立
嫡
子
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶
子
、
無

　
　
庶
子
立
嫡
孫
同
母
弟
、
無
母
弟
立
庶
孫
、
四
位
以
下
、
唯
立
嫡
子
、
謂
、
庶
人
以
上
、
其
八
位
以
上
嫡
子
、
未
叙
身
亡
及
有
罪
疾
者
、
更
聴
立
替
、

　
　
其
氏
宗
者
聴
勅
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
⑤
は
復
原
さ
れ
た
唐
の
封
爵
令
、
⑥
は
復
原
さ
れ
た
大
宝
継
嗣
令
、
G
わ
は
養
老
継
嗣
令
2
継
嗣
条
で
あ
る
。
右
の
㈲
の
の
我
が
継
嗣
令

が
⑤
の
唐
の
封
爵
令
に
倣
っ
て
立
法
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
傍
線
部
参
照
）
。

　
さ
て
、
右
の
大
宝
・
養
老
令
に
み
え
る
「
継
嗣
」
と
は
具
体
的
に
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
石
井
良
助
氏
は
、
右
の
大
宝
令
と

養
老
令
と
の
条
文
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
大
宝
令
の
立
法
者
は
蔭
位
（
父
祖
の
位
階
に
応
じ
て
子
孫
が
一
定
の
位
階
を
授
け
ら
れ

る
制
）
の
形
式
に
お
け
る
位
階
の
承
継
を
以
っ
て
継
嗣
の
目
的
と
し
た
。
即
ち
、
大
宝
令
の
定
め
る
「
継
嗣
」
は
、
家
の
相
続
人
な
の
で

あ
る
が
、
し
か
し
家
の
相
続
の
名
の
下
に
、
実
質
的
に
相
続
す
る
の
は
蔭
位
の
形
に
お
け
る
位
階
で
あ
っ
た
。
処
が
養
老
令
の
立
法
者

は
、
こ
の
大
宝
令
に
大
改
革
を
加
え
、
大
宝
令
で
は
「
継
嗣
」
は
有
位
者
に
限
る
と
い
う
建
前
で
あ
っ
た
も
の
を
庶
民
に
対
し
て
も
「
継

嗣
」
を
認
め
た
。
そ
の
結
果
、
位
階
の
相
続
法
た
る
継
嗣
令
の
性
格
を
改
め
、
有
位
者
に
も
庶
民
に
も
通
ず
る
中
国
流
の
祭
祀
と
い
う
観

念
を
導
入
し
た
。
か
く
し
て
養
老
継
嗣
令
は
蔭
位
の
形
に
お
け
る
位
階
の
相
続
を
主
体
と
し
、
そ
れ
に
中
国
流
の
祭
祀
相
続
と
い
う
粉
飾
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が
加
え
ら
れ
た
。
し
か
し
当
代
で
は
我
が
固
有
の
祭
祀
や
家
名
、
家
業
の
相
続
の
観
念
も
全
く
失
わ
れ
た
の
で
は
な
い
。
と
く
に
位
階
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

有
し
な
い
庶
民
の
間
に
あ
っ
て
は
、
実
際
は
家
業
の
相
続
の
形
に
お
い
て
家
の
相
続
が
行
わ
れ
た
に
違
い
な
い
と
。

　
右
の
石
井
説
に
よ
れ
ぽ
、
大
宝
令
で
考
え
ら
れ
た
「
継
嗣
」
、
即
ち
家
の
相
続
と
は
実
は
位
階
の
相
続
で
あ
っ
た
。
処
で
蔭
位
の
制
は
、

養
老
選
叙
令
3
8
五
位
以
上
子
孫
条
に
よ
れ
ば
純
然
た
る
嫡
子
単
独
相
続
で
は
な
く
、
そ
れ
は
五
位
以
上
は
嫡
子
（
嫡
妻
長
子
）
の
み
な
ら

ず
、
庶
子
（
嫡
子
以
外
の
男
子
）
に
も
認
め
ら
れ
、
更
に
三
位
以
上
は
孫
、
即
ち
嫡
孫
（
嫡
子
の
嫡
妻
長
子
）
、
庶
孫
（
嫡
孫
以
外
の
男
孫
）
に
も

認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
嫡
子
・
嫡
孫
が
庶
子
・
庶
孫
よ
り
も
高
位
を
授
け
ら
れ
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

右
の
点
は
、
選
叙
令
集
解
、
同
条
の
古
記
に
よ
っ
て
大
宝
令
も
亦
、
養
老
令
と
同
様
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
蔭
位
の
制
は
、

大
宝
・
養
老
令
と
も
に
嫡
子
・
嫡
孫
の
単
独
相
続
で
は
な
く
、
庶
子
・
庶
孫
を
も
加
え
た
共
同
相
続
で
あ
っ
た
が
、
厳
密
に
い
え
ば
嫡

子
・
嫡
孫
の
優
越
相
続
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
又
、
大
宝
戸
令
応
分
条
に
お
い
て
は
、
遺
産
相
続
は
宅
・
家
人
・
奴
蝉
を
嫡
子

の
特
別
相
続
財
産
と
し
、
財
物
は
諸
子
の
相
続
財
産
と
し
た
が
、
こ
の
場
合
に
お
い
て
も
嫡
子
は
財
物
の
半
ぽ
を
得
、
庶
子
は
財
物
の
半

ば
を
均
分
す
べ
き
も
の
と
し
た
。
処
が
養
老
令
（
戸
令
2
3
同
条
）
に
至
っ
て
は
、
遺
産
た
る
家
人
・
奴
脾
・
田
宅
・
資
材
を
総
計
し
て
、
こ

れ
を
一
定
の
割
合
を
以
っ
て
嫡
子
以
下
の
者
に
分
配
し
た
が
、
嫡
子
と
庶
子
と
に
限
っ
て
い
え
ば
、
二
対
一
の
嫡
庶
異
分
主
義
を
と
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

大
宝
令
の
嫡
子
分
を
大
い
に
削
減
し
た
。
こ
の
よ
う
に
大
宝
令
と
養
老
令
と
で
は
、
嫡
子
の
相
続
分
は
異
な
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
両
令

に
は
家
産
の
相
続
に
嫡
子
分
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
大
宝
・
養
老
の
継
嗣
令
の
「
継
嗣
」
、
即
ち
家
の
相
続

の
中
に
は
、
嫡
子
に
よ
る
家
産
の
相
続
も
亦
、
当
然
含
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
今
、
大
宝
継
嗣
令
と
養
老
継
嗣
令
と
の
詳
細
な
比
較
は
、
こ
れ
を
一
切
省
略
し
て
、
た
だ
「
継
嗣
」
の
目
的
・
対
象
に
つ
い
て
の
み
い

え
ば
、
大
宝
令
の
「
継
嗣
」
に
は
位
階
と
家
産
と
の
相
続
が
、
養
老
令
の
「
継
嗣
」
に
は
更
に
祭
紀
の
相
続
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

な
る
。
又
、
律
令
継
受
以
前
の
我
が
固
有
の
継
嗣
は
名
の
相
続
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
か
ら
、
祖
名
や
家
名
の
相
続
も
、
当
時
の
「
継
嗣
」
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の
対
象
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
庶
民
の
間
で
は
更
に
家
業
も
、
そ
の
対
象
と
な
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
も
大
宝
・
養
老
の
前
掲
継
嗣
令

で
は
、
「
継
嗣
」
は
常
に
男
子
で
あ
る
嫡
一
人
が
相
承
け
る
も
の
で
あ
り
、
純
然
た
る
嫡
子
単
独
相
続
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
と
す
れ
ぽ
、
日
本
令
の
「
継
嗣
」
と
は
、
父
祖
の
位
階
に
よ
る
嫡
子
の
蔭
位
と
家
産
相
続
に
お
け
る
嫡
子
分
と
に
加
え
て
、
そ
れ
ら
と

共
に
家
の
祭
祀
、
家
名
、
家
業
等
が
不
可
分
一
体
の
も
の
と
し
て
嫡
子
に
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
れ

が
日
本
令
で
い
う
「
継
嗣
」
、
日
本
律
で
い
う
「
承
家
」
の
具
体
的
な
意
味
内
容
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
我
が
継
嗣
令
が
そ
の
相
続
者
の
選
定
順
位
を
定
め
る
に
当
っ
て
、
何
故
、
唐
の
封
爵
令
を
模
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
田

薫
氏
に
よ
れ
ば
、
律
令
法
継
受
以
前
、
即
ち
大
化
前
代
に
お
い
て
は
、
一
般
の
継
嗣
法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
父
祖
は
、
そ
の

生
前
に
お
い
て
自
己
の
直
系
卑
属
、
或
は
傍
系
親
の
中
か
ら
祖
名
相
続
人
で
あ
る
継
嗣
者
を
選
択
す
る
自
由
を
有
し
、
し
か
も
こ
の
選
出

に
つ
い
て
は
何
ら
法
定
の
順
位
は
な
く
、
父
祖
は
嫡
庶
長
幼
の
順
序
に
拘
ら
ず
、
子
孫
の
中
か
ら
己
の
意
に
叶
っ
た
一
人
を
選
ぶ
こ
と
も

で
き
、
も
し
子
が
幼
少
で
あ
る
か
或
い
は
そ
の
他
の
事
由
に
よ
っ
て
継
嗣
者
と
な
る
に
不
適
当
と
考
え
る
場
合
に
は
、
子
を
除
外
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

弟
、
甥
、
そ
の
他
の
傍
系
親
を
選
ん
で
、
こ
れ
を
相
続
人
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
。
即
ち
、
大
化
前
代
の
継
嗣
法
は
祖
名
を
そ
の
相

続
の
主
た
る
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
子
孫
中
、
一
人
に
よ
る
単
独
相
続
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
説
が
果
し
て
妥

当
か
ど
う
か
は
暫
ら
く
措
く
と
し
て
も
、
我
が
古
代
に
お
い
て
は
兄
弟
均
分
と
い
う
社
会
通
念
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
、
首
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

や
家
長
の
地
位
を
継
承
し
た
特
定
の
個
人
に
遺
産
の
大
部
分
が
相
続
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
っ
た
。
処
が
中
国
に
お
い
て
は
、
古
来
、
家
を

継
ぐ
と
い
う
観
念
は
存
在
せ
ず
、
中
国
の
家
と
は
共
同
祖
先
か
ら
父
系
の
血
筋
を
引
い
て
分
れ
出
た
子
孫
の
す
べ
て
、
即
ち
同
族
者
の
集

団
、
な
い
し
そ
の
財
産
以
上
の
も
の
で
は
な
く
、
従
っ
て
家
に
複
数
の
男
子
あ
る
と
き
は
、
彼
等
は
平
等
な
立
場
で
共
同
し
て
祖
先
を
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

り
、
兄
弟
均
分
の
原
則
に
よ
っ
て
家
産
を
分
割
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
の
家
族
制
度
を
国
情
の
異
な
る
我
が
国
に
そ
の
ま
ま
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
さ
り
と
て



従
来
の
我
が
固
有
の
継
嗣
法
を
成
文
化
し
て
家
の
相
続
者
一
人
の
選
定
を
父
祖
の
自
由
意
思
に
任
せ
て
し
ま
う
こ
と
も
合
理
的
で
は
な

い
。
そ
こ
で
唐
律
令
を
継
受
す
る
に
当
り
、
我
が
立
法
者
は
家
相
続
に
お
け
る
相
続
者
た
る
特
定
個
人
優
越
の
固
有
法
は
残
し
つ
つ
も
、

そ
の
選
定
の
方
法
を
法
律
に
よ
っ
て
規
制
し
よ
う
と
し
た
。
我
が
立
法
者
が
家
の
相
続
人
を
選
定
す
る
方
法
を
い
か
に
規
制
す
る
か
を
考

え
た
と
き
、
唐
の
封
爵
の
相
続
は
嫡
子
に
よ
る
単
独
相
続
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
場
合
の
相
続
者
選
定
法
を
我
が
継
嗣
法
に
も
ち
こ
む
こ

と
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
唐
の
嫡
子
の
権
能
と
日
本
の
嫡
子
の
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
り
、
又
、
そ
の
「
立
嫡
」

の
目
的
は
、
唐
で
は
封
爵
の
相
続
の
為
の
も
の
で
あ
っ
て
一
般
民
戸
と
は
関
係
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
日
本
で
は
大
宝
令
で
は
八
位
以

上
の
官
人
の
家
の
相
続
（
推
定
）
、
養
老
令
で
は
庶
人
以
上
、
及
び
有
位
者
す
べ
て
の
家
の
相
続
に
関
係
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
こ
に
日
唐

令
間
の
内
容
上
の
相
違
が
生
じ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
「
立
嫡
」
な
る
相
続
者
の
選
定
法
は
、
唐
と
日
本
と
に
お
い
て
甚

だ
類
似
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
相
続
法
に
違
反
す
る
場
合
の
処
罰
規
定
も
、
そ
の
意
味
す
る
法
的
内
容
は
全

く
異
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
唐
律
の
条
文
の
体
裁
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

7　　「因循」について（小林）

二
　
名
例
律
1
2
婦
人
有
官
位
（
品
）
条
の
場
合

　
条
文
の
文
章
や
用
語
は
類
似
す
る
が
、
そ
の
法
的
内
容
は
異
な
る
例
を
も
う
一

条
で
あ
る
。
今
、
そ
の
本
文
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

つ
あ
げ
よ
う
。
そ
れ
は
名
例
律
1
2
婦
人
有
官
位
（
品
）

①
a
　
諸
婦
人
有
官
品
及
邑
号
犯
罪
者
、
各
依
其
品
、
従
議
請
減
腰
当
免
之
律
、

　
b
　
若
不
因
夫
子
、
別
加
邑
号
者
、
同
封
爵
之
例
、

②
　
凡
婦
人
有
官
位
犯
罪
者
、
各
依
其
位
、
従
議
請
減
顛
当
免
之
律
、

①
は
唐
律
で
あ
り
、
②
は
養
老
律
で
あ
る
。
唐
律
に
は
別
に
疏
文
が
存
す
る
が
、

不
得
蔭
親
属
、

養
老
律
に
は
疏
文
に
相
当
す
る
も
の
は
全
く
な
い
。
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唐
律
の
第
一
項
ω
a
と
養
老
律
③
と
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
文
章
、
用
語
は
よ
く
似
て
お
り
、
一
見
、
養
老
律
は
唐
律
の
第
一
項
に
相
応

す
る
規
定
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
（
傍
線
部
参
照
）
。
即
ち
、
養
老
律
は
唐
律
の
「
官
品
」
を
「
官
位
」
に
改
め
、
わ
が
制
に
な
い
「
邑

号
」
を
省
き
、
更
に
唐
律
の
「
不
得
蔭
親
属
」
を
削
除
し
た
こ
と
だ
け
が
唐
律
と
異
な
る
点
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
右
の
両
者

に
つ
き
、
こ
れ
を
詳
し
く
検
討
さ
れ
た
高
塩
博
氏
の
研
究
に
よ
れ
ぽ
、
養
老
律
本
条
は
、
文
章
や
用
語
の
上
か
ら
は
唐
律
本
条
の
第
一
項

①
a
と
よ
く
類
似
す
る
が
、
そ
の
規
定
内
容
か
ら
す
れ
ぽ
、
唐
律
と
は
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
若
不

因
夫
子
」
以
下
の
唐
律
本
条
の
第
二
項
ω
b
に
類
似
し
、
し
か
も
養
老
律
本
条
は
、
唐
律
本
条
を
十
分
に
理
解
せ
ず
に
不
用
意
に
修
正
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

受
し
た
為
に
生
じ
た
重
複
規
定
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
そ
れ
で
は
、
養
老
律
本
条
が
唐
律
本
条
の
第
一
項
と
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
と
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
凡
そ
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
通
り
で
あ
る
。
唐
律
第
一
項
は
、
夫
も
し
く
は
子
の
蔭
に
よ
っ
て
婦
人
が
官
品
を
得
て
い
る
場
合
、
そ
の
婦
人
が
罪
を
犯
し
た
と
き
、

そ
の
婦
人
に
対
し
て
は
、
官
品
（
及
び
邑
号
）
に
応
じ
て
議
請
減
購
当
免
の
律
（
有
品
者
等
に
対
す
る
特
別
処
罰
規
定
）
を
適
用
す
る
と
い
う
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

の
で
あ
る
が
、
養
老
律
は
、
婦
人
が
蔭
に
よ
ら
ず
独
自
に
官
位
を
得
て
い
る
場
合
、
そ
の
婦
人
が
罪
を
犯
し
た
と
き
、
そ
の
婦
人
に
対
し

て
は
、
官
位
に
応
じ
て
議
請
減
駿
当
免
の
律
を
適
用
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
議
請
減
瞭
当
免
の
律
が
適
用
さ
れ
る
対
象
は
、

等
し
く
婦
人
の
有
品
者
・
有
位
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
官
品
・
官
位
取
得
の
原
因
が
唐
と
日
本
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

る
。
唐
律
第
二
項
は
、
夫
や
子
に
よ
ら
ず
独
自
に
邑
号
な
る
栄
典
を
得
て
い
る
婦
人
の
処
罰
規
定
で
あ
る
か
ら
、
独
自
に
栄
典
を
得
て
い

る
婦
人
の
処
罰
規
定
と
い
う
点
で
は
、
養
老
律
は
む
し
ろ
右
の
唐
律
第
二
項
の
規
定
に
類
似
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
夫
や
子
の
官
位
に
応
じ
て
、
そ
の
妻
や
母
に
一
定
の
官
位
を
授
け
る
と
い
う
制
度
は
我
が
国
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
日
本

の
婦
人
に
与
え
ら
れ
る
官
位
は
、
す
べ
て
そ
の
婦
人
の
一
身
上
の
功
に
よ
っ
て
独
自
に
授
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
処
が
唐

に
お
い
て
は
、
婦
人
の
有
品
者
に
は
夫
や
子
の
蔭
に
よ
っ
て
官
品
が
授
け
ら
れ
る
場
合
と
夫
や
子
と
の
関
わ
り
な
し
に
独
自
に
官
品
が
授
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け
ら
れ
る
場
合
（
妃
・
六
儀
・
美
人
・
才
人
等
の
内
官
）
と
の
両
者
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
者
に
対
す
る
処
罰
に
は
、
名
例
律
本
条
が
適
用
さ

れ
、
後
者
に
対
す
る
処
罰
に
は
、
律
の
一
般
的
規
定
、
即
ち
名
例
律
8
～
1
1
議
請
減
瞭
の
各
条
、
及
び
同
律
1
7
～
2
0
官
当
・
除
名
．
免

官
・
免
所
居
官
の
各
条
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
唐
の
名
例
律
本
条
は
、
夫
や
子
の
蔭
に
よ
っ
て
官
品
を
得
た
婦
人
の
犯

罪
と
い
う
特
別
な
場
合
を
規
定
す
る
条
文
で
あ
っ
た
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
前
述
の
如
く
婦
人
の
有
位
者
は
す
べ
て
自
己
の
一
身
上
の

功
に
よ
っ
て
官
位
を
授
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
夫
や
子
の
蔭
に
よ
っ
て
官
位
を
得
た
婦
人
は
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
、
わ
ざ
く
こ
こ

に
一
個
条
の
独
立
し
た
条
文
を
立
て
る
必
要
は
な
く
、
前
記
名
例
律
の
議
請
減
腰
当
免
の
一
般
的
規
定
を
適
用
す
れ
ば
、
そ
れ
で
事
た
り

た
筈
で
あ
っ
た
。
高
塩
氏
が
養
老
律
本
条
を
唐
律
継
受
の
際
の
ミ
ス
で
あ
り
、
重
複
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
意
味
に

お
い
て
で
あ
る
。

　
し
か
し
考
え
て
み
る
に
、
日
本
律
撰
者
は
、
我
が
養
老
律
の
「
婦
人
有
官
位
犯
罪
者
」
の
「
官
位
」
が
夫
や
子
と
の
関
わ
り
な
し
に
独

自
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
方
、
唐
律
の
「
婦
人
有
官
品
犯
罪
者
」
の
「
官
品
」
が
独
自
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
夫
や

子
の
蔭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
養
老
律
撰
者
は
、
唐
律
の
「
不
得
蔭
親
属
」
（
夫
や
子

の
蔭
に
よ
っ
て
得
た
婦
人
の
官
品
は
、
更
に
そ
の
親
属
を
蔭
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
）
と
い
う
文
を
削
除
し
、
我
が
婦
人
の
も
つ
官
位
が
そ
の
親
属

を
蔭
す
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
律
撰
者
は
我
が
婦
人
有
位
者
の
犯
罪
に
議
請
減
瞭
当
免
の
律
を
適
用

す
る
と
い
う
規
定
を
、
わ
ざ
わ
ざ
特
別
に
立
法
す
る
と
い
う
失
策
を
犯
し
た
。
そ
れ
は
何
故
か
と
い
う
に
、
唐
に
も
亦
、
夫
や
子
の
蔭
に

よ
ら
ず
し
て
独
自
に
官
品
を
得
る
婦
人
の
存
す
る
こ
と
に
思
い
が
及
ば
ず
、
且
つ
独
自
に
官
品
を
得
た
婦
人
に
は
、
議
請
減
贋
当
免
の
一

般
的
規
定
を
適
用
す
る
と
い
う
こ
と
を
失
念
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
律
撰
者
が
こ
こ
に
前
記
条
文
を
お
い
た
の
は
、
そ
の
取
得

原
因
の
相
違
は
十
分
認
識
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
よ
り
も
同
じ
く
官
品
・
官
位
を
取
得
し
た
婦
人
の
犯
罪
と
い
う
日
唐
共
通
の
性

質
に
幻
惑
さ
れ
て
、
唐
律
に
倣
っ
た
婦
人
有
位
者
の
処
罰
規
定
を
作
ろ
う
と
い
そ
い
だ
為
で
あ
ろ
う
。
立
案
さ
れ
た
養
老
律
本
条
に
は
、
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た
だ
「
婦
人
有
官
位
犯
罪
者
」
と
の
み
記
さ
れ
て
、
夫
や
子
の
蔭
に
よ
ら
ず
し
て
独
自
に
官
位
を
得
た
婦
人
の
犯
罪
と
い
う
こ
と
は
、
律

文
に
は
全
く
見
え
て
い
な
い
。
そ
れ
は
当
然
で
あ
っ
て
、
我
が
国
に
は
唐
の
如
き
蔭
に
よ
る
婦
人
の
有
位
者
は
い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ

を
わ
ざ
わ
ざ
断
る
必
要
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
唐
律
の
「
婦
人
有
官
品
及
邑
号
犯
罪
者
」
に
つ
い
て
は
、
疏
文
に
右
の
有
品
者

は
夫
や
子
の
蔭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
第
二
項
に
も
「
若
不
因
夫
子
、
別
加
邑
号
者
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら

推
測
し
て
第
一
項
の
官
品
・
邑
号
を
有
す
る
婦
人
が
蔭
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
律
文
に
記
す
必

要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
日
唐
両
律
の
本
文
に
は
、
共
に
婦
人
の
官
位
・
官
品
の
取
得
原
因
は
記
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

り
、
た
だ
「
婦
人
有
官
位
」
、
「
婦
人
有
官
品
」
と
の
み
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
そ
の
規
定
内
容
の
相
異
な
る
二
つ
の
条

文
が
あ
た
か
も
同
一
の
規
定
内
容
を
有
す
る
か
の
如
く
見
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
日
本
律
起
草
の
原
則

　
さ
て
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
日
本
律
令
の
撰
者
が
ど
の
よ
う
に
し
て
唐
の
律
令
か
ら
日
本
律
令
の
条
文
を
起
草

し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
の
養
老
令
は
、
ほ
ぼ
そ
の
全
体
が
伝
存
し
て
い
る
が
、
唐
令
は
全
文
亡
秩
し
て
お
り
、
た
だ
そ
の
逸

文
を
遺
す
の
み
で
あ
る
。
処
が
唐
律
は
疏
文
を
も
含
め
て
、
『
唐
律
疏
議
』
と
い
う
形
で
今
日
、
そ
の
全
文
が
伝
存
し
て
お
り
、
我
が
養

老
律
も
幸
に
し
て
、
そ
の
四
分
の
一
ほ
ど
が
ほ
ぼ
完
全
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
唐
律
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
律
が
つ

く
ら
れ
た
か
を
考
察
す
る
為
に
は
、
唐
律
疏
議
と
伝
存
養
老
律
と
を
比
較
す
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
唐
律
疏
議
は
開
元
の
律

疏
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
律
が
そ
の
藍
本
と
し
た
永
徽
の
律
疏
で
は
な
い
。
し
か
し
開
元
の
律
疏
と
永
徽
の
律
疏

と
は
、
そ
れ
ほ
ど
内
容
を
異
に
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
の
考
察
に
と
っ
て
、
こ
の
事
実
は
殆
ど
支
障
に
は
な
ら
な
い
。

　
唐
律
か
ら
、
正
確
に
い
え
ぽ
唐
の
律
疏
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
肩
本
律
が
つ
く
り
出
さ
れ
た
か
、
そ
れ
に
関
し
、
と
く
に
条
文
の
体
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裁
の
上
か
ら
詳
細
な
考
察
を
加
え
ら
れ
た
の
は
高
塩
博
氏
で
あ
る
。
高
塩
氏
は
、
唐
の
律
疏
か
ら
日
本
律
を
つ
く
る
際
に
、
唐
の
律
疏
は

そ
れ
が
公
定
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
一
種
の
注
釈
書
で
あ
り
、
日
本
律
は
純
然
た
る
法
典
で
あ
る
か
ら
、
唐
の
律
疏
の
注
釈
書
的
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
11
）

格
を
薄
め
る
為
に
日
本
律
撰
者
は
種
々
の
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
と
さ
れ
る
。
日
本
律
撰
者
が
考
え
た
そ
の
創
意
工
夫
と
は
、
例
え
ば
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
①
養
老
律
撰
者
は
一
連
の
唐
の
律
疏
の
文
を
屡
々
分
割
し
、
そ
れ
を
律
本
文
や
律
本
注
の
間
に
小
刻
み
に
挿
入
し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ

り
唐
の
疏
文
中
に
存
す
る
本
文
・
本
注
の
章
句
を
削
除
し
、
結
果
的
に
は
疏
文
の
量
を
大
幅
に
減
少
せ
し
め
た
。
②
養
老
律
撰
者
は
疏
文

を
削
除
し
て
も
、
律
文
の
内
容
を
理
解
す
る
に
、
さ
し
て
妨
げ
に
な
ら
な
い
と
判
断
し
た
と
き
、
そ
の
疏
文
を
思
い
切
っ
て
削
除
し
た
。

又
、
唐
の
律
疏
が
中
国
の
古
典
や
故
事
を
引
用
し
て
注
釈
を
施
し
て
い
る
個
所
も
、
こ
れ
を
殆
ど
す
べ
て
削
除
し
た
。
③
養
老
律
撰
者

は
、
唐
の
律
疏
に
屡
々
現
わ
れ
る
間
答
形
式
の
疏
文
を
悉
く
平
叙
文
の
文
体
に
改
め
た
。
そ
の
際
も
場
合
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
全
文
又
は

一
部
を
削
除
し
た
り
、
或
い
は
要
約
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
高
塩
氏
は
、
こ
れ
ら
の
日
本
律
撰
者
に
よ
る
疏
文
の
削
減
方
法
は
、
律
疏
と
い
う
注
釈
書
か
ら
律
と
い
う
法
典
を
つ
く
り
上
げ
る
為

の
、
い
わ
ぽ
注
釈
書
と
し
て
の
色
彩
を
払
拭
す
る
為
の
工
夫
で
あ
っ
た
と
強
調
さ
れ
る
が
、
私
は
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
唐
の
律
疏
の
複

雑
な
注
釈
の
仕
方
を
改
め
て
、
一
目
し
て
そ
の
内
容
が
理
解
で
ぎ
る
簡
便
な
律
法
典
を
つ
く
り
出
す
為
の
工
夫
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う

の
で
あ
る
。
①
の
養
老
律
で
唐
の
律
疏
に
当
る
文
を
、
そ
れ
に
相
応
す
る
律
文
の
語
句
の
下
に
小
刻
み
に
挿
入
す
る
と
い
う
方
法
は
、
そ

の
典
型
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
十
四
世
紀
末
に
唐
の
律
疏
を
藍
本
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
明
律
が
そ
の
よ
う
な
体
裁
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
②
の
中
国
の
古
典
を
引
用
し
て
い
る
唐
の
疏
文
の
削
除
も
、
日
本
律
が
中
国
の
古
典
で
あ
る
か
ら
と
い
う
理
由

で
、
そ
の
引
用
を
こ
と
さ
ら
に
軽
視
し
た
為
で
は
決
し
て
な
い
。
す
で
に
養
老
学
令
に
お
い
て
、
大
学
寮
で
教
授
す
べ
き
科
目
に
儒
教
の

古
典
が
多
く
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
は
肯
首
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
で
は
何
故
、
そ
の
引
用
個
所
を
養
老
律
で
削
除
し
た
か
と
い
え
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ぼ
、
唐
の
律
疏
で
の
引
用
個
所
は
、
い
わ
ば
そ
の
条
文
の
立
法
上
の
理
由
づ
け
を
古
典
に
よ
っ
て
縷
々
述
べ
て
い
る
部
分
で
あ
る
か
ら
、

日
本
律
で
は
そ
の
理
由
づ
け
よ
り
も
、
そ
の
結
論
の
み
を
直
ち
に
律
法
典
に
求
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
③
の
律
疏
の
問
答
体
の
文

を
養
老
律
で
平
叙
文
に
改
め
た
の
は
、
律
法
典
に
は
問
答
体
の
文
が
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
長
文
の
問
答
体
の
文
を
簡
潔
な

平
叙
文
に
要
約
し
て
提
示
す
る
為
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
日
本
律
で
は
、
そ
れ
に
相
応
す
る
唐
の
律
疏
の
問
の
部
分
が
全
く
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

そ
の
答
の
部
分
の
み
を
要
約
し
た
も
の
も
亦
、
存
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
、
結
論
の
み
を
重
視
す
る
日
本
律
の
編
纂
態
度
が
窺
わ
れ
る

の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
日
本
律
に
現
わ
れ
る
疏
文
の
削
減
・
縮
小
は
一
に
そ
の
機
能
面
を
重
視
す
る
為
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
律

起
草
の
原
則
の
一
つ
は
、
で
き
る
だ
け
法
文
を
簡
潔
に
し
、
直
ち
に
そ
の
文
意
を
把
握
で
き
る
よ
う
な
律
文
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
、
日
本
律
起
草
の
方
針
や
原
則
が
疏
文
の
削
減
・
縮
小
に
あ
っ
た
と
い
う
の
は
必
ず
し
も
正
確
で
は
な

い
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
律
文
の
簡
素
化
、
簡
便
化
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
疏
文
の
削
減
・
縮
小
は
、
そ
の
簡
素
化
、
簡
便
化
の
一
つ
の
方

法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
律
起
草
に
際
し
て
は
、
右
の
機
能
主
義
と
共
に
も
う
一
つ
重
要
な
原
則
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
唐
の
律
疏
の
文
を
削
減
、
又
は
要
約

し
て
日
本
律
を
つ
く
る
と
き
、
養
老
律
は
本
文
、
本
注
、
疏
文
の
何
れ
も
藍
本
で
あ
る
永
徽
律
疏
の
文
章
・
用
語
を
可
能
な
限
り
変
更
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捻
）

加
え
ず
、
そ
の
ま
ま
用
い
る
と
い
う
態
度
で
あ
る
。
右
の
こ
と
は
日
唐
律
の
何
れ
の
条
文
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を
任
意
に
と
り
上
げ
て
比

較
す
れ
ば
一
目
し
て
瞭
然
で
あ
る
が
、
今
、
高
塩
氏
の
引
用
を
借
り
て
、
職
制
律
38
乗
駅
馬
柾
道
条
の
間
答
相
当
個
所
を
比
較
す
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
　
間
日
、
仮
有
使
人
乗
駅
馬
、
柱
道
五
里
、
経
過
反
覆
、
往
来
便
経
十
里
、
如
此
犯
者
、
従
何
科
断
、

　
　
　
答
日
、
律
注
柾
道
、
本
慮
馬
労
、
又
恐
行
遅
於
事
稽
廃
、
既
有
往
来
之
理
、
亦
計
十
里
科
論
、
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②
　
若
有
使
乗
駅
、
柾
道
五
里
、
経
過
反
覆
、
往
来
便
経
十
里
、
如
此
犯
者
、
計
十
里
科
、
律
注
柾
道
、
本
慮
馬
労
、
又
恐
行
遅
於
事

　
　
　
稽
廃
故
、

　
①
は
唐
律
、
②
は
養
老
律
で
あ
る
。
養
老
律
は
唐
律
の
間
答
を
平
叙
文
に
直
す
に
当
っ
て
、
不
必
要
な
語
を
省
き
、
「
若
」
「
故
」
の
二

字
を
加
え
、
「
計
十
里
科
」
の
位
置
を
移
動
さ
せ
て
は
い
る
が
、
そ
の
外
は
唐
律
の
語
句
を
一
字
た
り
と
も
変
更
し
て
い
な
い
（
傍
線
部
参

照
）
。
こ
の
よ
う
に
日
本
律
は
機
能
主
義
の
上
に
立
っ
て
、
唐
の
律
疏
の
体
裁
に
変
更
を
加
え
る
場
合
に
お
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
唐
の
律

疏
の
文
章
を
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
日
本
律
起
草
の
方
針
に
は
、
法
典
運
用
の
便
宜
を
重
ん
ず
る
為
の
機
能

主
義
と
可
能
な
限
り
唐
律
の
文
章
に
倣
わ
ん
と
す
る
踏
襲
主
義
と
の
二
大
原
則
の
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
右
の
唐
律
文
の
踏
襲
は
日
本
律
が
機
能
主
義
の
上
に
立
っ
て
、
唐
律
の
内
容
は
殆
ど
そ
の
ま
ま
変
え
ず
に
、
そ
の
文
を
削
減
も
し
く
は

要
約
し
て
継
受
す
る
場
合
の
方
法
で
あ
る
が
、
か
か
る
唐
律
文
の
踏
襲
主
義
は
、
日
本
律
が
我
が
国
情
に
合
わ
せ
て
唐
律
の
内
容
を
変
更

し
て
継
受
す
る
場
合
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
た
。
養
老
賊
盗
律
2
4
盗
神
璽
条
は
、
唐
律
の
内
容
を
一
部
変
更
し
て
、
い
わ
ゆ
る
日
本
独
自

の
内
容
を
も
つ
条
文
と
し
て
新
し
く
立
法
し
た
例
で
あ
る
が
、
今
、
そ
の
目
唐
律
同
条
の
目
旦
顕
部
分
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

　
①
　
諸
盗
御
宝
者
絞
、
乗
輿
服
御
物
者
、
流
二
千
五
百
里
、

　
②
　
凡
盗
神
璽
者
絞
、
輔
副
践
酢
之
巨
関
契
、
内
印
、
駅
鈴
者
、
遠
流
、
謂
、
貧
利
之
而
非
行
用
者
、
乗
輿
服
御
物
者
、
中
流
、

　
①
は
唐
律
、
②
は
養
老
律
で
あ
る
。
右
の
唐
律
本
文
「
御
宝
」
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
、
養
老
律
は
「
御
璽
」
「
関
契
」
「
内
印
」

「
駅
鈴
」
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
そ
の
下
の
本
注
「
謂
、
貧
利
之
而
非
行
用
者
」
（
そ
れ
ら
を
盗
ん
で
た
だ
自
己
の
財
物
と
す
る
行
為
を
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

い
、
行
用
、
即
ち
偽
造
や
行
使
を
含
ま
な
い
の
意
。
行
用
し
た
場
合
は
詐
偽
律
を
適
用
す
る
）
は
、
「
関
契
」
以
下
を
盗
む
行
為
の
目
的
を
述
べ
た
も

の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
こ
の
場
合
の
犯
罪
構
成
要
件
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
処
が
こ
の
本
注
は
、
ω
の
唐
律
に
は
見
え
ず
、
②
の
日
本
律

に
の
み
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
本
注
の
文
は
日
本
律
で
新
し
く
創
造
し
た
も
の
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
な
く
、
実
は
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唐
賊
盗
律
2
5
盗
官
文
書
印
条
の
本
注
を
そ
の
ま
ま
、
こ
こ
に
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
日
唐
律
の
同
条
を
掲
げ
よ
う
。

　
③
諸
盗
官
文
書
印
者
、
徒
二
年
、
余
印
、
杖
一
百
、
謂
、
貧
利
之
而
非
行
用
者
。
余
印
、
謂
、
印
物
及
畜
産
者
、

　
④
凡
盗
外
印
及
伝
符
者
、
徒
二
年
、
余
印
者
、
杖
一
百
、
畜
産
印
、
杖
八
十
、
亦
謂
、
負
利
之
而
非
行
用
者
、
余
印
、
謂
、
諸
司
諸
国
之
印
、

　
③
は
唐
律
、
④
は
養
老
律
で
あ
る
。
即
ち
前
掲
②
の
養
老
律
の
本
注
は
、
③
の
唐
律
の
本
注
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
次
に
㈲

の
養
老
律
の
本
注
の
冒
頭
に
新
し
く
「
亦
」
字
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
す
で
に
前
掲
②
の
養
老
律
に
「
負
利
之
而
非
行
用
者
」

と
い
う
本
注
の
あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
こ
こ
に
「
亦
」
字
を
挿
入
し
た
の
で
あ
る
。
処
が
④
の
養
老
律
の
本
注
に
冠
せ
ら
れ
た
こ
の
「
亦
」

字
も
、
日
本
律
で
新
し
く
創
造
し
た
も
の
で
は
な
く
、
実
は
唐
律
に
倣
っ
て
、
こ
こ
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
唐
賊
盗
律
2
6
盗
制

書
条
に
は
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
⑤
諸
盗
制
書
者
、
徒
二
年
、
官
文
書
、
杖
一
百
、
重
害
文
書
、
加
一
等
、
紙
券
、
又
加
一
等
、
亦
謂
、
貧
利
之
無
所
施
用
者
、

　
⑤
の
唐
律
の
本
注
「
謂
、
貧
利
之
無
所
施
用
者
」
も
、
③
の
唐
律
の
本
注
と
同
じ
意
味
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
て
⑤
の
本
注
は
、

そ
の
冒
頭
に
「
亦
」
字
を
お
い
た
の
で
あ
り
、
前
述
の
④
の
養
老
賊
盗
律
2
5
条
の
「
亦
」
字
も
、
実
は
こ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
み
る
如
く
日
本
律
は
、
国
情
に
よ
り
唐
律
の
一
部
を
変
更
し
て
新
し
い
内
容
を
も
つ
規
定
に
改
め
る
際
に
も
、
そ
の
新
し
い
規
定

に
ふ
さ
わ
し
い
章
句
や
用
語
を
唐
律
の
他
の
条
文
の
中
か
ら
探
し
出
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
　
日
本
律
令
に
お
け
る
「
因
循
」
（
そ
の
一
）

　
こ
の
よ
う
に
日
本
律
は
唐
律
を
継
受
す
る
に
当
り
、
そ
の
内
容
を
変
え
ず
に
、
そ
の
体
裁
や
表
現
を
簡
便
化
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

で
き
る
だ
け
唐
律
の
文
に
倣
い
、
又
国
情
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
変
更
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
変
更
し
た
内
容
に
相

応
す
る
規
定
を
で
ぎ
る
だ
け
唐
律
の
中
か
ら
探
し
出
し
て
、
そ
れ
に
拠
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
か
か
る
律
法
典
起
草
の
原
則
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は
、
令
法
典
起
草
の
場
合
に
お
い
て
も
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
同
様
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
律
と
令
と
で
起
草
の
原
則
が
大
き
く
変
わ

る
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
そ
の
場
合
、
や
は
り
問
題
と
な
る
の
は
、
国
情
に
合
わ
せ
て
日
本
律
令
が
唐
律
令
の
内
容
を
変
更
す
る
場
合
で
あ
る
。
前
章
で

指
摘
し
た
養
老
賊
盗
律
2
4
条
の
「
関
契
」
「
内
印
」
「
駅
鈴
」
に
対
す
る
本
注
が
唐
賊
盗
律
2
5
条
の
「
官
文
書
印
」
等
に
対
す
る
本
注
を
そ

の
ま
ま
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
考
え
て
み
れ
ば
至
極
当
然
な
こ
と
で
あ
っ
て
、
唐
の
「
官
文
書
印
」
と
同
じ
く
、
そ
れ
ら
が
実

際
に
行
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
「
関
契
」
は
固
関
使
・
発
兵
使
が
そ
の
任
務
の
証
と
し
て
携
行
し
た
割
符
で
あ

り
、
「
内
印
」
は
五
位
以
上
の
位
記
と
諸
国
に
下
す
公
文
と
に
用
い
る
天
皇
の
印
章
で
あ
り
、
「
駅
鈴
」
は
公
使
・
官
人
が
官
道
を
旅
行
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

る
際
に
携
行
す
る
駅
馬
使
用
許
可
証
と
し
て
の
鈴
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
用
の
目
的
は
官
庁
で
作
成
さ
れ
る
通
常
の
文
書
に
押
捺
す
る
唐
の

「
官
文
書
印
」
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
我
が
神
璽
や
唐
の
伝
国
神
宝
等
の
天
子
の
レ
ガ
リ
ア
の
如
く
た
だ

秘
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
行
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
実
際
に
行
用
さ
れ
る
と
い
う
性
質
に
お
い
て
は
、
我
が
「
関

契
」
「
内
印
」
「
駅
鈴
」
と
唐
の
「
官
文
書
印
」
と
は
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
我
が
養
老
律
撰
者
は
、
こ
こ
に
唐
律
の
本
注
を
借

用
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
章
で
述
べ
た
名
例
律
1
2
条
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
規
定
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
唐
律
で
は
夫
・
子
の
蔭
に

よ
っ
て
官
品
を
得
た
婦
人
で
あ
り
、
日
本
律
で
は
夫
・
子
の
蔭
に
よ
ら
ず
、
独
自
に
官
品
を
得
た
婦
人
で
あ
っ
て
、
両
者
の
立
法
目
的
は

異
な
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
律
は
、
そ
の
犯
罪
に
対
す
る
処
罰
の
方
法
に
は
、
唐
律
に
倣
っ
て
議
請
減
腰
当
免
の
律
を
適
用
す
る

こ
と
と
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
も
唐
律
継
受
に
際
し
て
、
日
本
律
の
独
自
な
内
容
は
そ
の
ま
ま
く
ず
さ
ず
に
、
し
か
も
同
じ
く
官
品
・
官

位
を
取
得
し
た
婦
人
の
犯
罪
と
い
う
唐
律
と
の
共
通
項
を
発
見
し
て
、
そ
の
限
り
で
唐
律
に
依
拠
し
な
が
ら
条
文
を
立
案
し
て
行
く
日
本

律
撰
者
の
態
度
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
の
場
合
、
不
必
要
な
唐
律
の
章
句
や
用
語
は
削
除
し
つ
つ
、
一
方
、
必
要
な
唐
律
の
章
句
や
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用
語
は
で
ぎ
る
だ
け
踏
襲
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
条
の
本
文
を
見
る
限
り
、
養
老
律
の
「
婦
人
有
官
位
犯
罪
者
」
の
「
官
位
」
が

唐
律
の
「
婦
人
有
官
品
犯
罪
者
」
の
「
官
品
」
と
そ
の
取
得
原
因
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
殆
ど
こ
れ
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
た
だ
僅
か
に
唐
律
の
「
不
得
蔭
親
属
」
が
養
老
律
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
推
測
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
か

く
し
て
、
内
容
の
相
違
す
る
二
つ
の
条
文
が
恰
も
同
一
内
容
を
規
定
す
る
条
文
で
あ
る
か
の
如
く
見
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
右
の
事
実
が

長
い
間
、
看
過
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
た
の
は
、
唐
律
継
受
の
際
に
お
け
る
我
が
立
法
者
に
よ
る
唐
律
文
踏
襲
主
義
の
巧
妙
な
る
技
法
の
然

ら
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
我
が
賊
盗
律
や
名
例
律
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
が
日
本
独
自
の
も
の
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
唐
の
律
文
を
容
易
に
踏
襲

し
、
そ
れ
を
借
用
し
得
た
の
は
、
日
本
律
と
唐
律
と
の
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
一
目
し
て
明
瞭
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
従
っ
て
、
こ
の
場

合
は
日
本
律
が
何
故
、
唐
律
に
依
拠
し
得
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
あ
え
て
説
明
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
第
一
章
に

お
い
て
述
べ
た
我
が
継
嗣
令
の
、
唐
封
爵
令
へ
の
依
拠
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
我
が
律
令
の
撰
者
は
、
継
嗣
令
を
起
草

す
る
に
際
し
、
全
く
自
由
に
当
該
規
定
を
作
る
の
で
は
な
く
し
て
、
唐
の
封
爵
令
の
条
文
に
依
拠
し
な
が
ら
、
家
の
嫡
子
単
独
相
続
法
を

作
り
上
げ
た
。
即
ち
我
が
首
長
制
に
見
る
固
有
の
継
嗣
法
は
特
定
個
人
を
し
て
優
越
せ
し
め
る
相
続
法
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う

も
の
と
し
て
唐
の
封
爵
の
相
続
法
を
持
ち
こ
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
家
の
相
続
と
封
爵
の
相
続
と
は
、
そ
の
相
続
の
対
象
が
全
く
異
な
る
か

ら
、
立
法
者
は
そ
の
場
合
、
何
故
わ
が
継
嗣
令
が
唐
の
封
爵
令
に
依
拠
し
得
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
合
理
的
に
説
明
す
る
必
要
も
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
し
か
ら
ば
そ
の
理
由
づ
け
の
根
拠
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　
養
老
継
嗣
令
3
定
嫡
子
条
は
、
五
位
以
上
の
選
定
さ
れ
た
嫡
子
の
届
け
出
の
手
続
と
届
け
出
た
嫡
子
に
罪
疾
あ
る
場
合
の
立
替
の
手
続

の
規
定
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
　
凡
定
五
位
以
上
嫡
子
者
、
陳
牒
治
部
、
験
実
申
官
、
其
嫡
子
有
罪
疾
、
（
本
注
略
）
不
任
承
重
者
、
申
牒
所
司
、
験
実
聴
更
立
、
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右
の
条
文
の
意
は
、
五
位
以
上
の
嫡
子
を
選
定
す
る
場
合
は
、
選
定
者
た
る
嫡
子
の
父
が
治
部
省
に
そ
れ
を
申
告
し
、
治
部
省
は
そ
の

事
実
を
確
か
め
た
上
で
、
更
に
太
政
官
に
申
告
せ
よ
、
も
し
嫡
子
に
罪
疾
が
あ
っ
て
、
「
承
重
」
に
た
え
な
い
場
合
は
、
選
定
者
は
そ
の

旨
を
所
司
に
申
告
し
、
所
司
は
そ
の
事
実
を
確
か
め
た
上
で
、
法
定
の
順
序
に
従
っ
て
、
そ
の
嫡
子
を
立
替
え
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
「
不
任
承
重
」
と
は
「
家
を
継
ぐ
能
力
の
な
い
場
合
に
は
」
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
承
重
」
は
、
こ
こ
で
は
「
継
嗣
」

「
承
家
」
と
同
義
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
処
で
、
こ
こ
に
注
意
す
べ
き
は
右
の
「
承
重
」
に
対
す
る
令
集
解
の
文
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
　
謂
、
継
父
承
祭
、
々
事
尤
重
、
故
云
承
重
、
釈
云
、
継
父
承
祭
者
、
祭
事
尤
重
、
故
云
承
重
、
古
記
云
、
承
重
、
謂
説
祖
父
之
蔭
承

　
　
継
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
16
）

　
「
承
重
」
に
つ
い
て
は
、
滋
賀
秀
三
氏
に
詳
細
な
研
究
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
原
義
は
、
宗
廟
の
主
と
な
る
べ
き
重
き
任

務
を
伝
え
受
け
る
と
い
う
中
国
に
お
け
る
祭
紀
相
続
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
宗
祀
の
重
を
相
伝
う
べ
ぎ
も
の
は
嫡
長
系

の
子
孫
で
あ
っ
た
。
右
の
集
解
に
見
え
る
義
解
や
令
釈
が
「
継
父
承
祭
、
祭
事
尤
重
、
故
云
承
重
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
中
国
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

る
「
承
重
」
の
古
義
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
処
が
六
朝
時
代
に
は
「
承
重
」
の
原
義
が
失
わ
れ
て
、
「
承
重
」
は
「
嫡
孫
承
重
」
、
即
ち

父
が
祖
父
母
に
先
立
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
嫡
孫
が
祖
父
母
の
為
に
父
に
代
っ
て
重
き
喪
を
つ
と
め
る
と
い
う
意
味
に
転
託
す
る
こ
と
が

あ
り
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
論
争
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
た
だ
祖
父
か
ら
封
爵
を
相
続
し
た
嫡
孫
が
祖
父
の
為
に
「
承
重
」
の
喪
を

つ
と
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
疑
い
が
も
た
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
「
承
重
」
を
さ
し
て
前
掲
集
解

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

中
の
古
記
が
「
説
祖
父
之
蔭
承
継
也
」
と
解
す
る
の
は
、
こ
れ
を
中
国
の
事
例
に
即
し
て
い
え
ば
、
封
爵
の
相
続
に
お
い
て
嫡
子
死
亡
の

場
合
、
嫡
孫
が
嫡
子
の
兄
弟
に
先
立
っ
て
祖
父
の
爵
を
受
け
継
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
古
記
は
大
宝
令
の
注
釈
で
あ
る

か
ら
、
右
の
文
は
日
本
令
の
「
承
重
」
を
解
釈
し
た
も
の
と
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
「
祖
父
之
蔭
承
継
」
は
、
石
井
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（
1
8
）

氏
の
説
く
如
く
祖
父
の
お
蔭
を
以
っ
て
位
階
を
承
継
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
、
嫡
子
が
父
に
先
立
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
嫡

孫
が
父
た
る
嫡
子
に
代
っ
て
祖
父
の
蔭
位
を
受
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
古
記
の
撰
者
は
大
和
長
岡
で

あ
っ
て
、
長
岡
は
又
養
老
令
撰
者
の
一
人
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
右
の
古
記
の
解
釈
は
、
即
ち
大
宝
令
の
立
法
者
の
意
思
で
も
あ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
ぎ
よ
う
。

　
唐
代
に
お
け
る
祭
杞
や
家
産
の
相
続
は
、
す
で
に
嫡
子
に
よ
る
単
独
相
続
で
は
な
か
っ
た
が
、
た
だ
封
爵
の
相
続
に
関
し
て
は
、
そ
れ

と
祭
祀
相
続
と
が
一
体
の
も
の
と
し
て
嫡
長
系
子
孫
に
よ
っ
て
単
独
相
続
さ
れ
て
い
た
。
我
が
固
有
の
家
の
相
続
法
も
特
定
子
孫
に
よ
る

単
独
相
続
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
大
宝
令
の
撰
者
は
、
家
の
相
続
の
中
に
位
階
の
相
続
を
取
り
入
れ
、
且
つ
位
階
の
相
続
に
嫡
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

優
越
の
原
理
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
唐
の
封
爵
令
を
我
が
継
嗣
令
に
移
し
変
え
よ
う
と
し
た
。
即
ち
、
大
宝
令
の
撰
者
が
唐
の
封
爵
の

相
続
法
を
我
が
家
の
相
続
法
に
作
り
変
え
る
に
当
っ
て
、
そ
の
媒
介
と
し
て
着
目
し
た
の
が
蔭
位
、
つ
ま
り
位
階
の
相
続
で
あ
っ
た
。
唐

の
封
爵
も
我
が
位
階
も
、
共
に
国
家
か
ら
授
与
さ
れ
る
世
襲
的
性
格
を
も
つ
栄
典
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
位
階
の
相
続
を
そ

の
主
た
る
目
的
と
す
る
大
宝
令
の
家
の
相
続
法
が
唐
の
封
爵
令
の
文
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大
宝
継

嗣
令
が
こ
の
よ
う
に
し
て
制
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
「
承
重
」
の
原
義
で
あ
る
祭
祀
相
続
の
意
味
を
加
え
て
、
庶
人
の
継
嗣
を
も
対

象
と
し
た
養
老
継
嗣
令
が
つ
く
ら
れ
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
あ
る
。
又
、
日
本
律
に
お
い
て
、
大
宝
・
養
老
継
嗣
令
の
嫡
子
選
定
法
違
反

の
処
罰
規
定
を
立
法
す
る
に
際
し
て
も
、
唐
封
爵
令
の
嫡
子
選
定
法
違
反
の
処
罰
規
定
で
あ
る
前
掲
唐
戸
婚
律
9
条
に
そ
の
ま
ま
依
拠
す

れ
ぽ
よ
い
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。
①
中
国
で
は
、
封
爵
の
相
続
に
関
し
、
と
く
に
嫡
子
が
父
に
先

立
っ
て
死
亡
し
た
場
合
、
嫡
孫
が
嫡
子
に
代
っ
て
祖
父
の
封
爵
を
相
続
す
る
こ
と
を
「
承
重
」
と
い
う
場
合
が
あ
っ
た
。
②
我
が
大
宝
令

撰
者
は
、
家
の
相
続
の
中
で
最
も
主
要
な
る
も
の
が
嫡
子
に
よ
る
位
階
の
相
続
で
あ
る
と
し
、
ま
た
嫡
子
が
父
に
先
立
っ
て
死
亡
し
た
場
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合
、
嫡
孫
が
嫡
子
に
代
っ
て
祖
父
の
蔭
位
を
う
け
る
こ
と
を
「
承
重
」
と
解
し
た
。
⑧
こ
の
よ
う
に
嫡
子
に
よ
る
優
越
相
続
及
び
封
爵
の

代
襲
相
続
制
と
蔭
位
の
代
襲
相
続
制
と
の
共
通
性
を
理
由
に
し
て
、
我
が
家
の
相
続
法
は
唐
の
封
爵
相
続
法
に
依
拠
し
得
る
と
し
た
。
か

く
し
て
大
宝
継
嗣
令
が
定
め
ら
れ
た
。
④
「
承
重
」
に
は
、
元
来
嫡
長
系
子
孫
に
よ
る
祭
祀
の
単
独
相
続
と
い
う
観
念
が
存
す
る
か
ら
、

我
が
「
承
重
」
も
、
養
老
令
に
至
っ
て
位
階
の
相
続
に
加
え
て
家
の
祭
祀
の
相
続
を
も
意
味
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
が
更
に
庶
人
を
も

含
め
た
一
般
的
な
家
の
相
続
と
い
う
観
念
に
拡
大
さ
れ
た
。
⑤
右
の
結
果
、
唐
の
封
爵
令
と
我
が
継
嗣
令
と
は
、
一
は
封
爵
の
相
続
と
い

う
特
殊
的
規
定
で
あ
り
、
他
は
家
の
跡
継
と
い
う
一
般
的
規
定
で
あ
っ
て
、
相
続
人
で
あ
る
嫡
子
選
定
の
目
的
・
内
容
が
全
く
異
な
る
に

も
拘
ら
ず
、
そ
の
嫡
子
選
定
の
方
法
は
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
と
な
り
、
条
文
の
体
裁
と
し
て
も
両
者
は
甚
だ
類
似
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

　
さ
て
、
唐
の
律
令
を
変
更
し
て
、
日
本
律
令
の
内
容
を
国
情
に
合
わ
せ
て
新
し
く
つ
く
り
出
そ
う
と
す
る
と
き
、
そ
の
新
し
い
日
本
律

令
の
内
容
に
類
似
す
る
唐
律
令
の
条
文
を
他
か
ら
探
し
出
し
て
、
そ
れ
に
依
拠
し
よ
う
と
す
る
場
合
の
あ
る
こ
と
は
、
外
に
も
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
我
が
遺
産
相
続
法
で
あ
る
戸
令
2
3
応
分
条
に
見
え
る
嫡
庶
異
分
主
義
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
我
が
大
宝
戸
令
応
分

条
は
、
唐
令
が
相
続
さ
る
べ
き
家
産
に
つ
い
て
諸
子
均
分
主
義
を
そ
の
骨
子
と
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
嫡
庶
異
分
主
義
を
以
っ
て
、
そ

の
根
本
原
則
と
し
、
し
か
も
遺
産
の
大
半
を
あ
げ
て
、
こ
れ
を
嫡
子
の
有
に
帰
属
せ
し
め
て
い
る
が
、
養
老
令
に
至
っ
て
、
右
の
大
宝
令

を
大
幅
に
修
正
し
、
嫡
庶
の
相
続
分
に
つ
い
て
の
み
い
え
ば
、
嫡
子
分
を
減
少
し
て
庶
子
分
を
増
加
し
、
嫡
子
二
、
庶
子
一
の
割
合
と
し

た
。
こ
の
よ
う
に
大
宝
令
の
大
幅
な
嫡
子
優
越
主
義
は
養
老
令
に
至
っ
て
修
正
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
養
老
令
に
お
い
て
も
依
然

と
し
て
嫡
庶
異
分
主
義
を
と
り
、
唐
令
の
如
き
諸
子
均
分
主
義
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
処
が
、
こ
の
養
老

令
の
特
色
と
も
い
う
べ
き
遺
産
相
続
法
に
お
け
る
嫡
庶
異
分
主
義
も
亦
、
実
は
唐
の
食
封
の
制
に
依
拠
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

（
2
0
）た
。
唐
の
食
封
は
封
爵
を
有
す
る
も
の
に
与
え
ら
れ
る
経
済
的
特
権
で
あ
っ
て
、
封
主
に
特
定
数
の
公
民
の
戸
を
賜
い
、
そ
の
戸
に
属
す

る
課
口
の
負
担
す
る
調
・
庸
・
租
の
一
部
も
し
く
は
全
部
を
収
得
せ
し
め
る
制
で
あ
り
、
封
爵
は
嫡
子
に
よ
っ
て
単
独
相
続
さ
れ
る
が
、
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食
封
は
「
食
封
人
身
没
以
後
、
所
封
物
、
随
其
男
数
為
分
、
承
嫡
者
加
与
一
分
」
（
唐
六
典
、
巻
三
）
と
あ
る
よ
う
に
、
封
主
の
没
後
、
そ

の
男
子
の
数
に
よ
っ
て
均
分
相
続
さ
れ
、
た
だ
嫡
子
の
み
は
他
の
男
子
、
即
ち
庶
子
の
二
倍
の
額
を
得
た
の
で
あ
る
。
養
老
令
に
お
い
て

嫡
子
の
相
続
分
を
庶
子
の
そ
れ
の
二
倍
と
し
た
の
も
、
右
の
唐
制
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
養
老
遺
産
相
続
法
に
お
け
る
嫡
庶
の
相

続
分
の
割
合
が
唐
の
食
封
相
続
法
に
お
け
る
そ
れ
に
依
拠
し
得
た
理
由
づ
け
の
根
拠
は
明
確
で
は
な
い
が
、
や
は
り
前
述
の
わ
が
継
嗣
令

の
唐
封
爵
令
へ
の
依
拠
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
　
日
本
律
令
に
お
け
る
「
因
循
」
（
そ
の
二
）

我
が
律
令
法
典
の
撰
者
が
、
そ
の
内
容
、
体
裁
と
も
に
概
ね
唐
の
律
令
に
倣
っ
て
、
そ
の
条
文
を
立
案
起
草
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実

で
あ
る
が
、
と
く
に
日
本
令
撰
定
の
場
合
に
は
、
唐
令
の
み
な
ら
ず
、
更
に
唐
の
格
式
、
或
は
唐
の
礼
等
に
も
、
そ
れ
が
及
ん
だ
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
我
が
大
宝
・
養
老
の
僧
尼
令
一
篇
が
唐
の
道
僧
格
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
は
夙
に
著
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に

も
、
例
え
ぽ
唐
格
に
拠
っ
た
も
の
と
し
て
養
老
儀
制
令
2
3
内
外
官
人
条
、
唐
式
に
拠
っ
た
も
の
と
し
て
養
老
宮
衛
令
24
分
街
条
や
同
軍
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

令
67
蜂
昼
夜
条
、
唐
礼
に
拠
っ
た
も
の
と
し
て
養
老
儀
制
令
7
太
陽
膨
条
や
同
喪
葬
令
17
服
紀
条
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
場

合
も
、
我
が
律
令
撰
者
は
法
典
編
纂
に
当
っ
て
、
単
に
唐
の
律
令
格
式
、
も
し
く
は
礼
を
参
照
し
た
と
か
、
或
は
そ
れ
ら
に
示
唆
を
受
け

て
条
文
を
起
草
し
た
と
か
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
我
が
国
情
か
ら
新
し
い
内
容
を
も
つ
条
規
を
立
法
す
る
に
際
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
類

似
の
規
定
を
広
く
唐
の
律
令
格
式
や
礼
と
い
う
如
ぎ
法
典
の
中
か
ら
積
極
的
に
探
し
出
す
作
業
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
即
ち
、
我
が
律
令
の
撰
者
は
、
新
し
い
条
文
の
立
案
に
際
し
、
そ
の
合
法
性
の
根
拠
を
積
極
的
に
唐
の
法
典
の
中
に
求
め
た
と
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羽
）

測
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
こ
と
は
唐
の
法
制
の
み
な
ら
ず
、
更
に
唐
以
前
の
晴
や
六
朝
の
法
制
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
、
日
本
律
の
篇
目
十
二
篇
の
名
称
や
そ
の
篇
目
の
配
列
の
順
序
は
、
唐
律
と
全
く
同
一
で
あ
る
が
、
目
本
令
の
篇
目
三
十
篇
の
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名
称
や
そ
の
篇
目
の
配
列
の
順
序
は
必
ず
し
も
唐
令
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
唐
令
に
は
一
致
し
な
く
と
も
、

唐
以
前
の
晴
や
六
朝
の
制
に
、
そ
の
類
似
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
坂
本
太
郎
氏
は
、
令
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
器
）

篇
目
の
配
列
の
順
序
や
そ
の
名
称
、
内
容
等
に
つ
い
て
日
唐
を
比
較
し
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
結
論
と
し
て
目
本
令
の
編
者

は
、
唐
令
に
拠
り
な
が
ら
日
本
に
適
し
な
い
と
認
め
た
条
文
は
、
こ
れ
を
削
除
修
正
し
た
よ
う
に
、
篇
次
と
篇
目
に
つ
い
て
も
批
判
を
加

え
て
合
理
的
な
も
の
と
し
た
こ
と
、
と
く
に
国
情
の
相
違
を
考
え
て
、
か
れ
の
彪
大
な
も
の
は
簡
素
に
し
、
業
々
し
い
篇
目
は
わ
ざ
と
省

い
た
こ
と
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
日
本
令
撰
者
が
唐
令
の
篇
目
の
順
序
や
そ
の
名
称
等
を
我
が
国
情
に
合
わ
せ
て
合
理
的

な
も
の
に
改
変
し
た
場
合
、
や
は
り
そ
の
改
変
の
根
拠
を
唐
以
前
の
中
国
歴
代
の
制
に
積
極
的
に
求
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
目
で
右
の
坂
本
氏
の
研
究
を
見
て
行
く
と
、
そ
こ
に
は
興
味
深
い
事
実
が
窺
わ
れ
る
。

　
坂
本
氏
は
、
日
本
令
の
三
十
篇
と
い
う
篇
目
の
数
や
そ
の
篇
次
に
は
、
晴
の
開
皇
令
を
参
考
に
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
と
さ
れ
る
が
、
「
参

考
に
し
た
」
と
同
時
に
、
そ
こ
に
日
本
令
の
構
成
の
根
拠
づ
け
を
求
め
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
晴
唐
の
令
の
篇
次
と
著
し
い

相
違
を
示
す
の
が
日
本
令
の
戸
令
、
田
令
、
賦
役
令
の
位
置
で
あ
る
。
即
ち
、
日
本
令
で
は
戸
、
田
、
賦
役
の
三
篇
は
、
第
八
、
第
九
、

第
十
と
し
て
神
祇
令
、
僧
尼
令
の
次
に
位
し
、
比
較
的
上
位
に
あ
る
の
に
対
し
、
晴
唐
の
令
で
は
、
戸
令
は
祠
令
に
次
い
で
上
位
に
あ
る

が
、
田
令
、
賦
役
令
は
、
は
る
か
に
下
に
降
ろ
さ
れ
て
い
る
。
何
故
、
日
本
令
が
こ
の
よ
う
に
晴
唐
の
令
の
篇
次
と
異
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
か
。
そ
れ
に
対
し
、
坂
本
氏
は
次
の
二
つ
の
理
由
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
一
は
、
晋
の
泰
始
令
の
篇
次
が
八
祠
、
九
戸
調
、

十
佃
、
十
一
復
除
と
あ
り
、
梁
の
天
監
令
が
七
祠
、
八
戸
調
、
九
公
田
公
用
儀
迎
、
十
医
薬
疾
病
、
十
一
復
除
と
、
戸
、
田
、
賦
役
の
順

に
近
い
と
い
う
こ
と
、
そ
の
第
二
は
、
戸
令
で
は
戸
籍
、
計
帳
の
こ
と
を
規
定
し
て
お
り
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
田
の
班
給
、
調
庸
の
賦
課

の
規
定
が
戸
令
と
離
れ
て
遠
い
所
に
お
か
れ
る
の
は
不
便
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
ま
と
め
て
上
位
に
お
く
こ
と
は
適
切
で
あ
り
、
晴
唐
令

に
比
べ
て
極
め
て
合
理
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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坂
本
氏
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
令
の
撰
者
は
唐
令
の
篇
目
の
順
序
で
は
、
令
法
典
の
運
用
に
当
っ
て
不
便
で
あ
る
と
感
じ
た
に

違
い
な
い
。
そ
こ
で
戸
令
、
田
令
、
賦
役
令
の
位
置
を
変
え
た
い
と
考
え
た
。
そ
の
場
合
、
唐
令
を
模
範
と
し
て
目
本
令
を
編
纂
す
る
方

針
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
篇
次
の
変
更
は
頗
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
変
更
に
は
変
更
の
論
拠
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
理
由
づ
け
を
必
要
と
す

る
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
日
本
令
の
編
纂
に
は
、
晴
唐
の
令
を
潮
っ
て
更
に
晋
令
や
梁
令
の
篇
次
が
参
考
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
坂

本
氏
は
、
日
本
律
令
の
編
纂
に
当
っ
て
、
晴
唐
の
令
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
の
令
も
入
手
で
き
る
限
り
は
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
大
化
改
新
の
詔
の
戸
別
の
調
が
魏
晋
の
制
に
、
官
馬
の
貢
献
が
北
魏
の
制
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
類
推
で
き
な
い
こ
と
も

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
晴
唐
以
前
の
令
が
日
本
で
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、
新
制
度
を
定
め
る
に
際
し
て
、
そ
れ
か
ら
示
唆
を
受

け
る
と
同
時
に
、
ま
た
新
制
度
成
立
の
根
拠
を
そ
こ
に
求
め
る
と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
行
く
と
、
目

本
令
の
重
要
な
特
色
の
一
つ
で
あ
る
神
祇
令
や
僧
尼
令
も
、
単
に
唐
の
祠
令
や
道
僧
格
を
参
照
し
た
と
い
う
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
立
法

上
の
根
拠
を
求
め
た
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
「
神
祇
」
の
名
称
も
祠
令
に
あ
る
「
天
神
地
祇
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、

僧
尼
令
を
神
祇
令
の
次
に
お
い
た
の
も
、
当
時
の
知
識
人
間
に
お
け
る
仏
教
信
仰
の
情
況
に
よ
る
と
同
時
に
、
仏
教
も
祠
部
の
職
掌
下
に

お
い
た
唐
制
を
参
照
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
も
当
時
の
国
情
に
合
わ
せ
た
制
度
づ
く

り
が
、
そ
の
根
拠
を
唐
の
官
制
に
求
め
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
律
令
が
そ
の
編
纂
に
当
っ
て
、
唐
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
以
前
の
中
国
の
制
に
そ
の
根
拠
を
求
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
他
に
も
例

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
戸
令
が
課
口
の
範
囲
を
正
丁
だ
け
で
な
く
、
正
丁
・
老
丁
（
次
丁
）
・
少
丁
の
三
者
と
し
た
の
は
晴
唐
の

丁
中
制
よ
り
も
、
む
し
ろ
晋
の
戸
調
式
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
晋
代
法
の
次
丁
は
、
六
十
一
以
上
、
六
十
五
以
下
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

て
、
こ
の
制
は
日
本
令
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
朝
鮮
を
媒
介
と
し
た
南
朝
の
制
の
影
響
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前

述
の
篇
目
の
場
合
と
同
様
、
日
本
令
起
草
の
段
階
で
意
識
し
て
晋
の
制
を
参
酌
し
、
そ
れ
に
我
が
立
法
上
の
理
由
づ
け
を
求
め
よ
う
と
し
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た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
又
、
日
本
令
の
特
色
と
さ
れ
る
太
上
天
皇
制
は
、
譲
位
し
た
前
天
皇
に
対
し
て
現
天
皇
に
準
じ

た
法
的
な
扱
い
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
（
養
老
儀
制
令
－
・
3
条
、
公
式
令
3
3
条
）
、
こ
れ
と
て
も
、
す
で
に
北
魏
の
献
文
帝
、
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

斉
の
武
成
帝
等
に
皇
帝
在
位
中
と
変
り
な
く
政
務
を
と
っ
た
「
太
上
皇
帝
」
の
例
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ぽ
、
我
が
律
令
に
新
し

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

く
唐
令
に
な
い
「
太
上
天
皇
」
を
規
定
す
る
に
当
っ
て
は
、
そ
の
名
称
や
内
容
と
共
に
、
そ
の
立
法
上
の
理
由
づ
け
を
も
、
や
は
り
中
国

歴
代
の
制
に
求
め
た
と
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
日
本
令
の
篇
目
と
共
に
、
我
が
法
典
の
独
自
性
を
最
も
よ
く
示
し
た
も
の
と
さ
れ
る
日
本
律
冒
頭
の
八
虐
、
六
議
の
制

に
つ
い
て
も
、
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
日
本
律
の
八
虐
、
六
議
の
制
は
、
唐
律
の
十
悪
（
特
別
の
法
律
的
効
果
を
伴
な
う
、
名
教
に
違

反
し
た
＋
種
の
犯
罪
）
、
八
議
（
律
の
適
用
に
際
し
、
「
議
」
な
る
特
典
を
う
け
る
八
種
の
資
格
要
件
）
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
を
減
じ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
唐
律
の
八
議
は
、
周
礼
の
八
辟
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
律
の
六
議
は
、
唐
の
「
八
日
議
賓
」
を
削
除
し
、

且
つ
「
七
日
議
勤
」
を
「
五
日
議
功
」
に
合
併
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
律
で
「
議
賓
」
を
削
除
し
た
理
由
は
、
我
が
国
に
は
当
時
、
前

王
朝
の
一
族
を
国
賓
と
し
て
処
遇
す
る
制
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
、
「
議
勤
」
を
「
議
功
」
に
合
併
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
「
議
勤
」
と
「
議
功
」
と
が
唐
律
本
注
に
夫
々
「
謂
有
大
勤
労
」
、
「
謂
有
大
功
勲
」
と
あ
る
如
く
、
内
容
的
に
あ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

違
わ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
一
つ
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
両
者
を
合
併
し
た
本
来
の
理
由
は
恐
ら
く
そ
こ
に
は
な
く
、
や
は
り

「
六
」
と
い
う
数
字
に
日
本
律
撰
者
が
先
ず
拘
束
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
唐
の
八
議
が
周
礼
に
由
来
す
る
こ
と
は
、
唐
の

律
疏
の
八
議
の
条
に
、

　
　
周
礼
云
八
辟
麗
邦
法
、
今
之
八
議
、
周
之
八
辟
也
、
（
唐
律
疏
議
、
巻
一
）

と
あ
り
、
し
か
も
右
の
文
は
、
日
本
律
撰
者
が
こ
れ
を
十
分
熟
知
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
日
本
律
は
唐
の
永
徽
律
疏
を
藍

本
と
し
て
起
草
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
目
本
律
撰
者
が
唐
の
八
議
を
国
情
に
照
ら
し
て
修
訂
す
る
に
当
っ
て
も
、
や
は
り
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（
飯
）

周
礼
に
深
い
関
係
の
あ
る
「
六
」
と
い
う
数
が
参
酌
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
う
ま
で
も
な
く
周
礼
に
は
「
六
官
」
「
六
卿
」

「
六
典
」
「
六
芸
」
等
が
見
え
、
唐
代
に
お
い
て
も
「
六
」
と
い
う
数
字
が
重
ん
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
百
官
を
総
領
す
る
尚
書
省
に
「
六

部
」
が
置
か
れ
、
又
玄
宗
の
代
に
「
唐
六
典
」
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
か
ら
容
易
に
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
律
で
「
議
賓
」
を
削

っ
た
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
「
八
議
」
は
七
議
と
な
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
で
は
数
と
し
て
落
ち
着
き
が
悪
く
、
や
は
り
周
礼
の
「
六
」
と

い
う
数
に
拠
っ
て
、
内
容
の
類
似
し
た
「
議
勤
」
と
「
議
功
」
と
を
合
し
て
「
六
議
」
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
行
く
と
、
日
本
律
の
八
虐
の
制
の
成
立
も
一
考
を
要
す
る
。
養
老
律
の
八
虐
は
唐
律
の
十
悪
の
中
か
ら
、
そ
の
「
不

睦
」
、
「
内
乱
」
の
両
者
を
整
理
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
唐
の
「
不
睦
」
の
大
半
に
相
当
す
る
部
分
を
「
不
道
」
に
追
加

し
、
唐
の
「
内
乱
」
の
一
部
に
相
当
す
る
部
分
を
「
不
孝
」
に
追
加
し
て
、
名
目
と
し
て
の
「
不
睦
」
、
「
内
乱
」
を
削
除
し
て
八
虐
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

た
。
右
の
よ
う
な
作
業
の
結
果
、
養
老
律
は
十
悪
に
内
在
し
た
論
理
構
成
を
ゆ
が
め
た
と
さ
れ
る
。
確
か
に
非
人
道
的
な
犯
罪
で
あ
る

「
不
道
」
に
、
家
族
道
徳
に
反
す
る
犯
罪
で
あ
る
「
不
睦
」
を
追
加
し
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
木
に
竹
を
つ
い
だ
よ
う
な
違
和
感
を
起
さ
し

め
る
の
で
あ
っ
て
、
中
国
本
来
の
「
不
道
」
と
い
う
概
念
を
混
乱
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
右
の
日
本
律
の
作
業
は
、
決
し
て

機
能
面
を
重
視
し
て
、
唐
律
の
十
悪
を
整
理
し
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
日
本
律
は
、
何
故
そ
の
よ
う
な
作
業
を
あ
え
て
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
今
、
養
老
律
の
八
虐
を
唐
律
の
十
悪
に
倣
っ
て
、
「
八
日
不
睦
」
の
項
を
立
て
て
、
「
不
道
」
中
の
「
殴
告
及

謀
殺
伯
叔
父
姑
、
兄
姉
、
外
祖
父
母
、
夫
、
夫
之
父
母
、
殺
四
等
以
上
尊
長
及
妻
」
を
そ
こ
に
移
し
、
「
十
日
内
乱
」
の
項
を
立
て
て
、
「
不

孝
」
中
の
「
舞
父
祖
妾
」
を
そ
こ
に
移
し
て
み
る
と
、
「
不
睦
」
は
ま
だ
よ
い
と
し
て
も
、
「
内
乱
」
は
、
十
悪
の
一
項
目
と
し
て
は
甚
だ

短
か
い
も
の
と
な
り
、
そ
の
法
的
内
容
も
、
独
立
の
項
目
と
し
て
立
て
る
の
に
必
ず
し
も
ふ
さ
わ
し
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

そ
も
そ
も
我
が
国
で
は
、
禁
婚
親
の
範
囲
は
唐
に
比
べ
て
狭
く
、
「
内
乱
」
（
親
族
内
の
性
道
徳
に
反
す
る
犯
罪
）
と
い
う
観
念
そ
の
も
の
が

甚
だ
稀
薄
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
「
内
乱
」
を
削
除
し
て
、
「
姦
父
祖
妾
」
を
内
容
的
に
類
似
す
る
「
不
孝
」
の
末
尾
に
追
加
し
た
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の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、
「
内
乱
」
を
削
除
す
る
と
、
「
十
悪
」
は
九
悪
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
お
い
て
唐
の
律
疏
の
十
悪
の

条
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
開
皇
創
制
、
始
備
此
科
、
酌
於
旧
章
、
数
存
於
十
、
大
業
有
造
、
復
更
刊
除
、
十
条
之
内
、
唯
存
其
八
、
自
武
徳
以
来
、
循
遵
開

　
　
皇
、
無
所
損
益
、
（
唐
律
疏
議
、
巻
一
）

　
右
の
文
意
は
、
唐
律
の
十
悪
は
階
の
開
皇
律
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
又
、
階
の
大
業
律
は
、
そ
の
開
皇
律
の
十
悪
か
ら
二
つ
を
除
い

て
、
「
八
」
と
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
右
の
律
疏
の
文
も
亦
、
日
本
律
撰
者
が
十
分
こ
れ
を
精
読
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で

あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
律
撰
者
は
、
唐
の
十
悪
を
我
が
国
情
に
合
わ
せ
て
改
訂
す
る
に
当
り
、
唐
の
十
悪
が
晴
の
開
皇
律
に
拠
っ
た

の
に
倣
っ
て
、
や
は
り
晴
の
大
業
律
に
そ
の
根
拠
づ
け
を
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
極
め
て
理
由
の
あ
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も

と
よ
り
日
本
律
が
大
業
律
の
内
容
に
拠
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
大
業
律
の
「
八
」
と
い
う
数
に
拠
っ
た
こ
と

だ
け
は
、
先
ず
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
律
撰
者
は
、
あ
の
精
緻
に
し
て
高
い
完
成
度
を
有
す
る
唐
の
律
疏
に
手
を
加
え
て
、
兎
も

角
、
日
本
律
を
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
の
技
量
を
も
つ
日
本
律
撰
者
が
唐
律
十
悪
の
構
成
を
無
視
し
て
、
理
由
な
く
「
不

睦
」
の
大
半
を
「
不
道
」
に
合
併
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
恐
ら
く
日
本
律
撰
者
は
、
右
の
事
実
は
十
分
に
承
知
し
な
が
ら
も
、
あ
え

て
「
八
」
と
い
う
数
に
こ
だ
わ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
八
虐
、
六
議
の
制
は
、
日
本
律
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
最
も
重
要
な
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
制
の
立
法
上
の
理
由
づ
け
は
、
日
本
令

の
篇
目
と
共
に
十
分
留
意
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
日
本
律
が
六
議
を
定
め
る
に
当
っ
て
「
議
勤
」
を
「
議
功
」
に
合
し
、
八
虐
を
作
る
に

当
っ
て
「
不
睦
」
の
大
半
を
「
不
道
」
に
併
せ
た
の
は
、
決
し
て
日
本
律
が
機
能
の
面
の
み
を
重
ん
じ
た
為
で
は
な
い
。
か
く
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
本
律
は
国
情
に
合
わ
せ
て
唐
律
を
修
訂
す
る
と
共
に
、
周
礼
や
晴
律
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
目

本
律
が
適
法
性
、
合
法
性
を
得
る
為
の
不
可
欠
の
作
業
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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六
　
日
本
律
令
に
お
け
る
「
因
循
」
（
そ
の
三
）

　
我
が
律
令
の
撰
者
は
、
大
宝
・
養
老
の
律
令
を
新
し
く
編
纂
、
起
草
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
構
成
、
内
容
、
文
章
、
用
語
等
に
至
る
ま

で
、
可
能
な
限
り
晴
唐
の
律
令
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
以
前
の
中
国
歴
代
の
制
に
ま
で
潮
っ
て
、
そ
こ
に
範
を
求
め
、
立
法
上
の
根
拠
を

見
出
そ
う
と
し
た
。
即
ち
我
が
律
令
の
撰
者
は
、
そ
の
立
法
を
正
当
化
す
る
為
に
、
国
情
か
ら
す
る
実
質
的
な
理
由
づ
け
と
共
に
、
当
時

の
律
令
法
体
系
か
ら
す
る
形
式
的
な
理
由
づ
け
を
も
積
極
的
に
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
す
べ
て
の
我
が
法
制
度
の
根
拠
が
晴
唐

や
中
国
歴
代
の
制
に
求
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
く
、
ま
た
律
と
令
と
で
は
、
そ
の
程
度
に
異
な
る
面
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
少
な

く
と
も
我
が
律
令
法
典
の
重
要
な
る
部
分
に
お
い
て
は
、
そ
の
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
、
中
国
歴
代
の
制
が
さ

ら
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ
ら
と
我
が
律
令
制
と
の
関
係
も
、
よ
り
一
層
緊
密
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
こ
こ
に
お
い
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、
延
長
五
年
（
九
二
七
）
十
二
月
二
十
六
日
、
藤
原
忠
平
等
に
よ
っ
て
醍
醐
天
皇
に
奉
呈
さ

れ
た
上
延
喜
格
式
表
で
あ
る
。
そ
の
一
節
に
は
、
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
　
於
是
捜
古
典
於
周
室
、
択
旧
儀
於
漢
家
、
取
捨
弘
仁
貞
観
之
弛
張
、
因
脩
永
徽
開
元
之
沿
革
、
勒
成
二
部
、
名
日
延
喜
格
式
、

　
即
ち
、
忠
平
等
は
延
喜
格
と
延
喜
式
と
い
う
二
つ
の
法
典
を
編
纂
す
る
に
当
っ
て
、
先
行
法
典
で
あ
る
わ
が
弘
仁
・
貞
観
の
格
式
を
踏

襲
す
る
に
止
ま
ら
ず
、
唐
の
永
徽
・
開
元
の
法
典
や
更
に
周
漢
の
法
制
に
も
依
拠
し
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
記
述
が
文
章
上

の
粉
飾
で
は
な
く
、
日
本
の
格
式
を
編
纂
す
る
に
当
っ
て
唐
の
令
、
格
、
式
、
礼
等
が
実
際
に
参
酌
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
例
え
ぽ

開
元
令
か
ら
我
が
式
部
式
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
事
実
か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。
即
ち
、
政
事
要
略
、
巻
六
十
九
所
収
の
私
記
（
国
史
大
系
本
五

八
四
頁
）
に
は
、
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
或
云
、
…
…
開
元
令
云
、
前
官
被
召
見
、
及
預
朝
参
、
致
仕
者
在
本
品
見
任
上
、
以
理
解
者
在
同
品
下
者
、
移
此
令
文
所
裁
製
式
也
、
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又
、
類
聚
三
代
格
、
巻
十
（
国
史
大
系
本
三
五
五
頁
）
所
載
の
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）
十
二
月
八
日
の
太
政
官
符
に
は
、
我
が
大
学
寮
の
釈
彙

式
が
唐
の
開
元
礼
に
拠
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
し
て
、
次
の
如
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
右
得
播
磨
国
解
俗
、
謹
案
大
唐
開
元
礼
、
国
子
大
学
州
県
各
有
釈
食
式
、
今
此
間
、
唯
有
大
学
式
、
無
諸
国
式
、
所
謂
大
学
式
則
因

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
循
開
元
礼
国
子
大
学
之
式
、
具
載
食
祭
之
儀
、
明
定
進
退
之
度
、

　
右
の
史
料
に
見
え
る
「
今
此
間
、
唯
有
大
学
式
」
の
「
大
学
式
」
は
、
恐
ら
く
弘
仁
の
大
学
式
で
あ
り
、
「
因
循
開
元
礼
国
子
大
学
之

式
」
の
「
因
循
」
は
、
前
掲
上
延
喜
格
式
表
中
の
「
因
脩
永
徽
開
元
之
沿
革
」
の
「
因
脩
」
と
同
義
語
で
あ
ろ
う
。
弘
仁
の
大
学
式
は
殆

ど
そ
の
ま
ま
貞
観
・
延
喜
の
大
学
式
に
受
け
継
が
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
開
元
礼
と
延
喜
式
と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
右
の
「
因

循
」
の
意
味
を
具
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
延
喜
大
学
式
の
釈
食
の
次
第
と
開
元
礼
の
そ
れ
と
を
詳
細
に
比
較
さ
れ
た
弥
永

貞
三
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
延
喜
式
に
定
め
ら
れ
た
講
学
の
儀
式
は
、
開
元
礼
と
か
な
り
離
れ
た
日
本
独
自
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

釈
食
の
中
核
を
な
す
蹟
享
の
儀
礼
の
如
ぎ
は
、
延
喜
式
は
唐
の
官
名
を
日
本
の
官
名
に
入
れ
替
え
、
建
築
物
の
構
造
や
配
置
の
相
違
か
ら

す
る
唐
の
儀
式
の
次
第
を
改
め
、
唐
の
楽
舞
に
関
す
る
記
述
を
省
略
又
は
簡
略
化
し
、
犠
牲
を
割
い
て
そ
の
毛
血
を
捧
げ
る
毛
血
豆
の
儀

式
は
完
全
に
こ
れ
を
削
除
す
る
等
の
改
変
以
外
は
、
字
句
の
末
ま
で
開
元
礼
を
下
敷
ぎ
に
し
、
殆
ど
そ
れ
を
丸
う
つ
し
に
し
た
も
の
と
い

　
　
　
　
（
2
9
）

わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
我
々
は
「
因
循
」
の
具
体
的
な
意
味
内
容
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
な
「
因
循
」
は
、
新
し
く
立
法
作
業
を
行
な
う
場
合
の
み
な
ら
ず
、
法
適
用
上
の
新
し
い
決
定
を
下
す
場
合
に
も
求
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

た
。
菅
家
文
章
の
巻
七
所
収
の
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
二
十
五
日
の
議
に
は
、
次
の
如
く
見
え
て
い
る
。

　
　
　
皇
帝
為
族
曽
祖
姑
太
皇
大
后
製
服
井
令
天
下
素
服
議
、

　
　
検
開
元
礼
日
、
皇
帝
本
服
、
大
功
以
上
親
喪
、
皇
帝
不
視
事
三
日
、
又
日
、
纒
麻
三
月
、
成
人
正
服
、
為
族
曽
祖
姑
在
室
者
報
、
曽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弟
力
）

　
　
祖
之
姉
妹
、
皇
帝
所
絶
、
傍
親
無
服
者
、
皇
帝
皇
子
、
為
之
降
一
等
、
又
案
本
朝
令
日
、
皇
帝
二
等
以
上
親
、
若
散
一
位
喪
、
皇
帝
不
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（
術
）

　
　
視
事
三
日
、
三
等
以
上
親
、
百
官
三
位
以
上
喪
、
皇
帝
皆
不
視
事
一
日
、
義
解
日
、
不
視
事
三
日
者
、
唯
為
三
月
以
上
服
故
也
、
然

　
　
則
太
皇
大
后
者
、
皇
帝
之
族
曽
祖
姑
、
天
子
之
宜
無
服
制
者
也
、
故
本
朝
不
列
五
等
之
親
、
親
遠
也
、
唐
制
猶
絶
三
月
之
服
、
々
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
也
、
明
知
皇
帝
廃
事
、
証
拠
無
文
、
天
下
素
服
、
因
循
不
例
、
唯
太
皇
大
后
之
尊
名
、
内
親
王
之
貴
種
、
礼
制
難
無
正
文
、
同
家
宜

　
　
有
別
議
、

　
右
は
淳
和
天
皇
の
皇
后
、
即
ち
当
代
の
太
皇
大
后
が
崩
じ
た
際
、
陽
成
天
皇
が
そ
の
喪
に
服
す
べ
き
か
、
又
天
下
素
服
す
べ
き
か
の
諮

問
に
対
し
て
、
菅
原
道
真
が
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
右
の
奏
議
に
よ
れ
ば
、
太
皇
大
后
は
天
皇
の
族
曽
祖
姑
（
曽
祖
父
の
姉
妹
）
で
あ
る
か

ら
、
本
朝
の
養
老
令
、
義
解
、
及
び
唐
の
開
元
礼
に
照
ら
し
て
、
そ
れ
に
は
当
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
「
皇
帝
廃
事
、
証
拠
無

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

文
、
天
下
素
服
、
因
循
不
例
」
と
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
場
合
に
皇
帝
廃
事
（
天
皇
が
政
務
を
執
ら
ぬ
こ
と
）

や
天
下
素
服
（
天
下
の
万
民
を
し
て
喪
に
服
せ
し
め
る
こ
と
）
を
新
し
く
行
な
う
為
に
は
、
そ
の
「
証
拠
」
と
な
る
べ
き
明
文
や
「
因
循
」
す

べ
き
先
例
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
本
朝
令
、
義
解
、
開
元
礼
の
文
が
こ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
を
検

証
す
る
為
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
右
の
「
因
循
」
と
は
、
本
来
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
政
事
要
略
の
巻
五
十
九
所
載
、

延
喜
十
三
年
（
九
一
三
）
二
月
二
十
五
日
の
太
政
官
符
（
国
史
大
系
本
四
七
四
頁
）
は
、
勘
解
由
使
に
発
せ
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

は
国
司
が
在
任
中
、
欠
損
し
た
官
物
に
対
す
る
賠
償
と
恩
赦
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
恩
赦
に
浴
し
た
在
任
中

の
官
吏
が
赦
前
に
欠
損
し
た
官
物
を
賠
償
す
べ
ぎ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
天
長
以
前
は
免
除
と
し
、
承
和
以
降
寛
平
以
前
は
免
除
か
賠

償
か
勘
判
は
一
定
せ
ず
、
寛
平
よ
り
近
年
ま
で
は
、
こ
れ
を
賠
償
せ
し
め
て
い
る
。
し
か
る
に
最
近
は
、
任
期
を
終
え
て
か
ら
勘
判
が
下

さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
出
さ
れ
た
赦
だ
け
が
、
そ
の
官
吏
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
赦
が
出
さ
れ
る

以
前
に
遷
任
し
た
国
司
甲
は
、
在
任
中
の
欠
損
は
、
遷
任
後
出
さ
れ
た
赦
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
任
期
が
少
し
ず
れ
て
い
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た
為
に
、
国
司
甲
の
遷
任
後
も
暫
く
在
任
し
て
い
る
国
司
乙
は
、
国
司
甲
が
遷
任
後
に
会
っ
た
赦
に
在
任
中
に
会
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

い
、
そ
の
為
に
、
こ
の
赦
の
適
用
を
う
け
ら
れ
な
い
と
い
う
不
合
理
が
生
じ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
処
で
、
こ
の
官
符
に
は
、
次
の

よ
う
な
文
が
見
え
て
い
る
。

　
　
凡
恩
詔
之
旨
是
一
、
鈎
放
之
間
何
異
、
遂
使
赦
後
在
任
吏
更
絆
累
代
之
怠
、
往
古
欠
損
独
負
一
人
之
身
、
稽
之
法
条
、
事
無
所
拠
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
方
今
欲
勘
免
之
、
則
近
年
之
例
、
不
令
会
赦
、
将
因
循
之
、
則
勘
判
之
旨
、
既
渉
苛
酷
、

　
右
文
の
意
は
、
凡
そ
次
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
恩
赦
の
趣
旨
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
二
人
の
国
司
に
対
し
、
一
は
欠
損
を
賠
償
せ

し
め
、
他
は
そ
れ
を
免
除
せ
し
め
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
赦
後
在
任
の
国
司
一
人
に
累
代
の
欠
損
を
負
担
せ
し

め
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
法
条
に
照
ら
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
何
も
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
在
任
の
国
司
に
対
し
、
こ
れ
を

免
除
す
れ
ば
、
恩
赦
に
浴
せ
し
め
な
い
と
い
う
近
年
の
例
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
さ
れ
ば
と
い
っ
て
近
年
の
例
に
よ
れ
ば
、
勘
判
の
趣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

旨
は
在
任
の
国
司
に
対
し
、
頗
る
苛
酷
な
処
置
と
な
る
と
。
こ
の
文
中
に
あ
る
「
将
因
循
之
」
の
「
因
循
」
は
、
近
年
の
例
を
よ
り
ど
こ

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

ろ
と
し
て
判
断
す
る
な
ら
ば
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
す
ぐ
そ
の
前
に
あ
る
「
稽
乏
法
条
噛
事
無
レ
所
レ
拠
」
と
い
う

文
か
ら
推
測
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
又
、
前
掲
文
の
後
に
は
、
「
勘
判
所
決
、
必
有
准
的
」
と
い
う
文
が
見
え
る
が
、
こ
の
「
准
的
」
も
、

「
因
循
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
。
即
ち
勘
解
由
使
の
下
す
判
決
に
は
、
必
ず
そ
の
拠
り
所
と
な
る
法
条
や
先
例
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
「
因
循
」
の
原
義
は
、
弁
論
に
お
い
て
対
立
が
生
じ
た
と
き
、
相
手
方
を
説
得
す
る
為
の
拠
り
所
を
得
る
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
こ
れ
即
ち
、
法
的
決
定
の
際
の
「
理
由
づ
け
」
を
求
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

29
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む
　
す
　
び

　
以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
凡
そ
次
の
如
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
の
律
令
格
式
の
撰
者
は
、
そ
れ
ら
の
法
典
を
編
纂
、
起

草
す
る
に
際
し
、
そ
の
構
成
、
体
裁
、
内
容
、
文
章
、
用
語
等
に
至
る
ま
で
可
能
な
限
り
唐
代
法
典
の
そ
れ
に
倣
お
う
と
し
、
そ
の
修
正

は
必
要
最
小
限
度
に
止
め
よ
う
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
唐
代
法
典
が
当
時
の
我
が
国
に
お
い
て
も
、
疑
う
べ
か
ら
ざ
る
法
的
正
当
性
の
権

威
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
、
我
が
立
法
者
が
か
か
る
意
識
に
強
く
拘
束
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
我
が
国

情
に
よ
り
唐
代
法
典
の
当
該
条
文
に
変
更
を
加
え
て
、
こ
れ
を
継
受
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
変
更
し
た
新
し
い
内
容
に
適
合
す
る

法
規
を
唐
代
法
典
の
他
の
条
文
中
か
ら
探
し
出
し
て
、
可
能
な
限
り
そ
れ
に
拠
ろ
う
と
し
た
。
即
ち
我
が
律
令
撰
者
は
、
そ
の
拠
る
べ
き

法
規
を
唐
の
律
令
格
式
、
或
は
唐
の
礼
等
の
当
時
の
法
源
の
中
か
ら
広
く
探
索
し
、
そ
れ
ら
に
も
見
当
ら
な
い
と
き
は
、
更
に
唐
以
前
の

中
国
歴
代
の
制
や
周
礼
等
の
古
典
に
も
求
め
た
。
な
お
そ
の
際
、
何
故
、
当
該
中
国
法
規
や
儒
教
的
原
理
が
我
が
律
令
法
規
を
正
当
化
す

る
根
拠
と
な
り
得
る
の
か
と
い
う
こ
と
の
理
由
づ
け
、
即
ち
弁
証
を
行
な
う
場
合
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
唐
の
封
爵
令
に
拠
っ
て
我
が
継

嗣
令
の
条
文
を
定
め
る
為
に
、
家
の
相
続
の
中
に
位
階
の
相
続
を
持
ち
こ
み
、
又
、
晴
律
や
周
礼
の
制
に
拠
っ
て
我
が
八
虐
、
六
議
の
制

を
つ
く
る
為
に
、
唐
の
十
悪
、
八
議
の
中
の
特
定
の
項
目
を
削
除
、
合
併
し
た
如
く
で
あ
る
。
か
く
し
て
我
が
律
令
撰
者
は
、
国
情
か
ら

す
る
理
由
づ
け
と
権
威
あ
る
既
存
の
法
体
系
か
ら
す
る
理
由
づ
け
と
の
整
合
を
果
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
当
時
の
情
況
に

見
合
っ
た
新
し
い
法
的
規
準
を
創
造
し
、
且
つ
そ
れ
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
手
法
が
「
因
循
（
因
准
）
」
と
か
「
因
脩
」
、
「
准
的
」
、
「
准
由
」
、
「
准
拠
」
と
か
呼
ば
れ
る
も
の
で

あ
り
、
立
法
者
は
、
こ
の
手
法
に
よ
っ
て
当
時
の
情
況
に
応
じ
て
新
し
い
法
的
内
容
を
盛
り
こ
ん
だ
立
法
を
行
な
う
場
合
に
も
、
そ
の
正

当
性
の
根
拠
を
権
威
あ
る
既
存
の
法
規
や
法
典
に
求
め
て
、
新
法
の
定
立
が
恣
意
的
に
渉
ら
ぬ
よ
う
に
制
禦
し
、
且
つ
新
法
に
説
得
力
を
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つ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
手
法
は
単
に
立
法
作
業
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
法
適
用
の
場
合
に
も
屡
々
用
い

ら
れ
た
。
か
く
し
て
我
が
古
代
法
律
家
は
、
立
法
及
び
法
適
用
に
お
け
る
法
創
造
に
、
か
か
る
手
法
に
よ
る
合
理
的
コ
ン
ト
戸
i
ル
を
加

え
ん
と
努
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
「
因
循
」
を
も
う
一
度
、
要
約
し
て
定
義
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
原
義
は
、
弁
論
に
お
け
る
対
立
が
生
じ
た
と
き
、
相
手
方
を
説

得
す
る
為
の
拠
り
所
を
求
め
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
更
に
敷
衛
す
れ
ば
、
新
し
く
立
法
作
業
を
行
な
う
場
合
、
又
、
事
実
関
係
に
法

規
範
を
適
用
す
る
場
合
、
そ
の
立
法
や
法
適
用
の
正
当
性
の
根
拠
を
権
威
あ
る
既
存
の
法
規
や
法
典
に
求
め
、
そ
こ
に
相
手
方
を
説
得
し

う
る
に
足
る
拠
り
所
を
求
め
よ
う
と
す
る
手
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
か
か
る
「
因
循
」
の
手
法
自
体
も
、
実
は
多
年
、

す
で
に
中
国
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
唐
大
詔
令
集
、
巻
四
の
「
改
元
載
初
赦
」
に
は
、
「
高
祖
草
創
百
度
、

ヤ
　
　
ヤ

因
循
晴
氏
」
（
唐
の
高
祖
は
法
律
制
度
を
始
め
て
定
め
た
が
、
そ
れ
は
晴
王
朝
の
も
の
を
踏
襲
し
た
）
と
見
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
我
が
国
に
お
け

る
律
令
法
継
受
に
あ
っ
て
は
、
法
典
の
内
容
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
立
法
、
或
は
法
適
用
の
際
の
正
当
化
の
技
法
、
即
ち
法
的
思
考
様
式

さ
え
も
併
せ
て
中
国
か
ら
学
ん
だ
と
推
測
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
我
が
国
に
お
け
る
法
適
用
の
場
合
の
正
当
化
に
関
し
て
は
、
更
に
別
稿
に
期
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
1
）
　
律
令
研
究
会
編
（
滋
賀
秀
三
執
筆
）
『
訳
註
目
本
律
令
五
講
諄
鰍
畷
』
六
六
頁
。

（
2
）
　
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
三
〇
五
頁
以
下
。

（
3
）
　
中
田
薫
「
養
老
律
令
前
後
の
継
嗣
法
」
『
法
制
史
論
集
』
第
一
巻
九
一
頁
。
な
お
石
井
良
助
氏
の
復
原
文
は
、
中
田
氏
の
復
原
文
か
ら
「
八
位
以

　上」を

除
く
と
す
る
。
石
井
良
助
「
長
子
相
続
制
」
『
日
本
相
続
法
史
』
（
法
制
史
論
集
第
五
巻
）
二
四
頁
。

（
4
）
　
石
井
前
掲
論
文
二
五
頁
以
下
。

（
5
）
　
中
田
薫
「
養
老
戸
令
応
分
条
の
研
究
」
前
掲
書
五
七
頁
以
下
。
石
井
前
掲
論
文
三
九
頁
。

（
6
）
　
中
田
薫
「
古
法
制
三
題
考
」
前
掲
書
一
五
頁
以
下
。
但
し
、
右
に
対
し
吉
田
孝
「
祖
名
に
つ
い
て
」
土
田
直
鎭
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
奈
良
平
安
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時
代
史
論
集
』
下
巻
所
収
に
批
判
が
あ
る
。

（
7
）
　
中
田
薫
「
養
老
律
令
前
後
の
継
嗣
法
」
前
掲
書
八
八
頁
。

（
8
）
　
井
上
光
貞
他
編
『
律
令
』
（
目
本
思
想
大
系
3
）
五
五
九
頁
。

（
9
）
　
滋
賀
秀
三
『
中
国
家
族
法
の
原
理
』
五
三
・
六
一
・
一
二
三
頁
。
中
国
の
家
と
日
本
の
家
と
の
法
的
性
質
の
相
違
に
つ
い
て
は
同
書
五
八
頁
以
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

参
照
。
日
唐
戸
婚
律
本
条
疏
の
「
承
家
」
「
承
襲
」
の
一
字
の
相
違
の
中
に
彼
我
の
家
族
制
度
の
基
本
的
な
性
格
の
相
違
が
反
映
し
て
い
る
こ
と
に
つ

　
い
て
も
同
書
九
二
頁
の
注
（
5
9
）
に
指
摘
が
あ
る
。
な
お
吉
田
孝
『
律
令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
九
一
・
一
六
七
頁
参
照
。

（
10
）
　
高
塩
博
「
名
例
律
婦
人
有
官
位
条
に
つ
い
て
」
『
日
本
律
の
基
礎
的
研
究
』
二
四
四
頁
以
下
。

（
1
1
）
同
「
目
本
律
編
纂
考
序
説
」
前
掲
書
一
五
〇
頁
以
下
、
ニ
ハ
ニ
頁
以
下
。

（
12
）
　
例
え
ぽ
、
唐
名
例
律
1
8
条
「
問
日
、
上
文
云
、
十
悪
、
故
殺
人
、
反
逆
縁
坐
、
…
…
」
、
唐
賊
盗
律
1
6
条
「
問
日
、
毒
薬
薬
人
合
絞
、
…
…
」
に

　
始
ま
る
問
答
の
部
分
と
そ
れ
に
相
応
す
る
養
老
律
文
と
を
比
較
せ
よ
。

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
17
）

（
18
）

（
1
9
）す
こ
と
は
で
き
な
い

（
2
0
）

（
21
）以

下
。

　式と

に
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
等
か
ら
、

　
の
批
評
に
答
え
て
ー
」
『
法
制
史
研
究
4
』

　
衛
令
2
4
分
街
条
が
唐
式
に
拠
っ
た
可
能
性
は
高
い
か
ら
、

高
塩
博
「
日
本
律
編
纂
考
序
説
」
前
掲
書
一
八
○
頁
以
下
。

律
令
研
究
会
編
（
中
村
茂
夫
執
筆
）
『
訳
註
目
本
律
令
七
講
諦
鰍
善
一
六
四
頁
。

井
上
光
貞
他
編
『
律
令
』
一
〇
一
頁
。

滋
賀
秀
三
「
『
承
重
』
に
つ
い
て
」
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
七
一
巻
第
八
号
。

同
、
八
五
頁
。

石
井
前
掲
論
文
二
五
頁
。

唐
の
蔭
位
の
制
に
は
、
嫡
庶
の
区
別
が
な
い
故
（
仁
井
田
陞
『
唐
令
拾
遺
』
三
〇
〇
頁
）
、
唐
の
蔭
位
の
制
か
ら
我
が
家
の
相
続
法
を
つ
く
り
出

　
　
　
　
　
　
。
な
お
日
本
律
令
に
お
け
る
嫡
子
制
導
入
の
意
図
や
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
吉
田
前
掲
書
一
六
七
頁
以
下
参
照
。

中
田
薫
「
養
老
戸
令
応
分
条
の
研
究
」
前
掲
書
五
八
頁
。

瀧
川
政
次
郎
「
唐
礼
と
目
本
令
」
『
律
令
の
研
究
』
三
二
〇
頁
、
同
「
唐
兵
部
式
と
日
本
軍
防
令
」
法
制
史
学
会
編
『
法
制
史
研
究
2
』
七
三
頁

　
仁
井
田
陞
氏
は
唐
礼
と
一
致
す
る
唐
令
の
文
の
存
す
る
こ
と
、
又
唐
令
は
基
本
原
則
、
唐
式
は
補
足
的
細
目
で
あ
っ
て
、
同
種
の
規
定
が
令
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
の
瀧
川
説
を
批
判
さ
れ
る
（
『
唐
令
拾
遺
』
七
一
頁
以
下
、
「
唐
軍
防
令
と
峰
燧
制
度
－
瀧
川
博
士

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
頁
以
下
）
。
し
か
し
、
養
老
喪
葬
令
1
7
服
紀
条
が
唐
礼
に
拠
り
、
同
軍
防
令
6
7
峰
昼
夜
条
、
同
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
が
令
の
撰
定
に
際
し
て
は
、
唐
の
礼
や
格
式
に
拠
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な



r因循」について（小林）

　
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
吉
田
前
掲
書
六
一
頁
、
注
（
5
5
）
参
照
。

（
2
2
）
　
平
安
時
代
前
期
に
成
立
し
た
「
日
本
国
現
在
書
目
録
」
に
六
朝
や
晴
の
律
令
、
又
江
都
集
礼
等
の
法
制
の
書
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ

　
の
こ
と
を
推
測
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
3
）
　
坂
本
太
郎
「
日
唐
令
の
篇
目
の
異
同
に
つ
い
て
」
『
律
令
制
度
』
（
坂
本
太
郎
著
作
集
第
七
巻
）
所
収
。

（
2
4
）
　
井
上
光
貞
他
編
『
律
令
』
五
五
一
頁
、
曽
我
部
静
雄
「
仕
丁
と
采
女
と
女
丁
の
源
流
」
法
制
史
学
会
編
『
法
制
史
研
究
1
』
一
〇
五
頁
以
下
。

（
2
5
）
　
岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
－
八
世
紀
に
お
け
る
皇
権
の
所
在
」
『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
一
九
一
頁
以
下
、
春
名
宏
昭
「
太
政
天
皇
制

　
の
成
立
」
『
史
学
雑
誌
』
第
九
九
編
第
二
号
六
頁
以
下
。

（
2
6
）
　
井
上
光
貞
他
編
前
掲
書
四
九
〇
頁
。

（
2
7
）
　
日
本
の
編
戸
制
・
班
田
制
も
中
国
律
令
だ
け
で
な
く
、
周
礼
を
も
参
照
し
て
構
想
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
、
吉
田
前
掲
書
二
二
〇
頁
以
下

　
に
、
そ
の
指
摘
が
あ
る
。

（
2
8
）
　
井
上
光
貞
他
編
前
掲
書
四
八
八
頁
。

（
2
9
）
　
弥
永
貞
三
「
古
代
の
釈
貧
に
つ
い
て
」
坂
本
太
郎
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
下
巻
四
四
二
頁
以
下
。

（
3
0
）
　
川
口
久
雄
校
注
『
菅
家
文
草
　
菅
家
後
集
』
（
目
本
古
典
文
学
大
系
7
2
）
五
四
四
頁
。

（
31
）
　
こ
の
太
政
官
符
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
「
勘
解
由
使
勘
判
の
構
造
と
解
由
制
の
変
質
に
つ
い
て
」
『
広
島
大
学
総
合
科
学
部
紀
要
　
地
域

文
化
研
究
』
第
六
号
四
四
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

33


